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本書は、松山平野東部の小野川と堀越川の形成する来住台地上に所在する国指定史跡

「久米官衛遺跡群 ―久米官衛遺跡・来住廃寺跡一」周辺において松山市教育委員会が

国庫補助事業の一環として実施した埋蔵文化財発掘調査の記録であります。

現在、残されている文化財は、われわれ郷土の歴史 。文化などを正しく理解するため

に欠くことのできないものであり、将来の文化創造の基礎をなす重要なものです。この

文化財を後世に永く保存し、伝え、活用を図ることが国民的課題となっております。

本書に掲載する3つの遺跡からは、久米官衛に関連するものは僅かに久米才歩行遺跡

2次調査で確認されたL字状の区画溝にとどまりましたが、それ以前の弥生時代前期か

ら中期にかけての集落関連遺構や古墳時代 6世紀頃の竪穴住居跡等の古代久米官衛を形

成する以前の様相を知る上で貴重な資料を得ることができました。

久米官衛遺跡群を取り巻く来住台地上の調査において明らかにされた埋蔵文化財は、

全国的にみても学術的価値の極めて高いものが多く、本市の歴史を知る上で欠くことの

できない重要な資料であります。

本書に収録された調査資料が、教育、学術研究、文化の振興等のために広く活用され

ることを切に願うものです。

また、調査の実施及び報告書の作成にあたり、更には埋蔵文化財行政に深いご理解と

ご協力をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げますとともに、今後ともなお

一層のご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げる次第です。

平成16年 3月 31日

松山市教育長

中 矢 陽 三



例

1。 この報告書は、松山市教育委員会が平成 7年12月、同8年 7月 および11月 に、国庫補助事業とし

て実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構は呼称を略号で記述した。竪穴住居址 :SB、 掘立柱建物址 :掘立、溝 :SD、 土坑 :SK、

柱穴 iSP、 性格不明遺構 :SXと し、遺跡ごとに通し番号を付記した。

3.遺構の測量は、担当調査員指示のもと補助員 。作業員が実施した。

4.遺物の実測及び掲載図の製作は、調査担当者指示のもと整理作業員が行った。

5。 遺構図・遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

6.写真図版は、遺構図の撮影は担当者と大西朋子が、遺物の撮影は大西朋子が担当し、図版作成は

担当者と協議のうえ大西朋子が行った。

7.本書に使用した方位は、磁北と真北である。

8。 本書に掲載した遺物及び写真 。図版等の記録類は、すべて松山市立埋蔵文化財センターにて収蔵

保管している。

9。 北久米町屋敷遺跡 2次調査では九州大学大学院教授田中良之先生、同助手 (当時)金宰賢先生に

人骨に関する指導を賜つた。

10.本書の執筆は田城武志、高尾和長、小玉亜紀子、梅木謙―が行い、田城と梅木とが編集した。

11.製版 カラー図版-175線、白黒図版-175線

印刷 オフセット印刷
用紙 白黒図版―ミューマット菊判 93.5kg使用

口
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第 1章 は じ め に

1.調査・刊行に至る経緯

松山市教育委員会文化教育課 (現、文化財課)は、平成 7年 12月 に市内来住町533-1、 平成 8年

7月 に市内北久米町477-2、 同年11月 に市内南久米町476-1他で開発に伴う事前の発掘調査を実施

した。発掘調査に至るまでの詳細は、第 2章以降の各調査報告で行い、ここでは遺跡名称と周辺遺跡

についての若千の解説を加える。

平成 7年 12月 に調査 した来住町533-1は、埋蔵文化財包蔵地「127 来住廃寺跡」内にあり、周辺

地の既存の遺跡調査から来住町遺跡 6次調査地とした。来住町遺跡は、来住廃寺跡の北～東に展開す

る遺跡で、主に古墳時代～中世の集落跡が展開し、自然流路や掘立建物群を確認することが多い。

平成 8年 7月 に調査 した北久米町477-2は、埋蔵文化財包蔵地「126 高畑遺物包含地」内にあり、

周辺地の既存の遺跡調査から北久米町屋敷遺跡 2調査地とした。北久米町屋敷遺跡は、高畑遺物包含

地内にあるが、久米高畑遺跡とは堀越川を挟んだ北側地域にあり、古代～中世の集落遺構が展開して

いる。

平成 8年 11月 に調査した南久米町476-1他 は、埋蔵文化財包蔵地「126 高畑遺物包含地」内にあ

り、周辺地の既存の遺跡調査から久米才歩行遺跡 2次調査地とした。久米オ歩行遺跡は堀越川の北側

地域にあり、北久米町屋敷遺跡の南方にある。また、久米高畑遺跡とは堀越川を挟んだ位置になる。

野外調査以降は、各調査担当者が整理作業を行い、平成15年度には本格的な報告書作成作業を実施

した。

なお、野外調査から整理・報告書作成までの間では、松山市立埋蔵文化財センターならびに財団法

人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターの協力・支援を得た。

表 1 調査地一覧
ｕ遅 跡 名 所 在 地 面積 (席 ) 調 査 期 間

来住町遺跡 6次 来住町533-1 202.85nド 1995年 12月 11日 ～1996年 2月 9日

北久米町屋敷遺跡 2次 北久米町477-2 347.64nド 1996年 7月 1日 ～1996年 8月 30日

久米才歩行遺跡 2次 北久米町4761・ 2、 475-3 36191nド 1996年 11月 12日 ～1997年 1月 31日
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2.組 織
(1)調査組織
平戌 7年度

松 山 市 教 育 委 員 会

生涯教育部

文化教育課

財団法人松山市生涯学習振興財団

埋蔵文化財センター

調査係

平成 8年度

松 山 教 育 委 員 会

生涯教育部

文化教育課

財団法人松山市生涯学習振興財団

埋蔵文化財センター

調査係

は じ め に

教 育 長

部   長

次   長

課   長

係   長

理 事 長

事 務 局 長

所   長
主   幹

次   長

係   長

主   任

池 田 尚郷

渡辺 和彦

三好 俊彦

松平 泰定

西尾 幸則
田中 誠一

一色 正士

河 口 雄三

山内  仁
田所 延行

田城 武志

栗 田 正芳 (文化教育課)

教 育 長
部   長
次   長
課   長
係   長
理 事 長

事 務 局 長

事務局次長

所   長

池 田 尚郷
三好 俊彦

丹下 正勝

松平 泰定

西尾 幸則
田中 誠一

池田 秀雄

丹下 正勝

河 口 雄三

田所 廷行

田城 武志

栗 田 正芳 (文化教育課)

長

長

任

次

係

主
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境環

(2)千町イ子雑腑貌[平成16年 3月 31日現在]

平成15年度

松 山 市 教 育 委 員 会

事 務 局

文 化 財 課

財団法人松山市生涯学習振興財団

埋蔵文化財センター

教

局

企

企

課

主

目↓

理

育  長

長

画   官

画  官

長

幹

主  幹

事   長

事 務 局 長

事 務 局 次 長

所     長
専門監兼学芸係長

次長兼調査係長

調  査  員
ク

ク

ク

中矢 陽三

武 井 正 浩

遠藤 宗敏

石丸  修
八 木 方 人

家 久 則 雄

田城 武志

中村 時広

三宅 泰 生

菅  嘉見

杉 田 久憲

高本 昌陽

西尾 幸則

梅 木 謙 一

高尾 和 長

小玉 亜紀子

大 西 朋子

環 境

本書で報告する3遺跡は、松山平野を代表する古代遺跡の来住廃寺や久米高畑官衡遺跡群が含まれ

る「来住・久米地区」に属している。この地区には多くの遺跡があり、報告書も刊行したものが幾つ

かある。したがって、各遺跡の歴史的。自然地理的環境は関係の報告書を参照していただきたい。

報告書一覧

『来住廃寺』松山市文化財調査報告書第12集、1979年。

『来住廃寺―平成2年度調査概報―』松山市文化財調査報告書第23集、1991年。

『来住・久米地区の遺跡』松山市文化財調査報告書第27集、1992年。

『来住廃寺遺跡―第15次調査―』松山市文化財調査報告書第34集、1993年。

『来住・久米地区の遺跡 Ⅱ』松山市文化財調査報告書第44集、1994年。

『来住廃寺一第19次調査―』松山市文化財調査報告書第56集、1996年。

『小野川流域の遺跡』松山市文化財調査報告書第57集、1996年。

『小野川流域の遺跡 Ⅱ』松山市文化財調査報告書第66集、1998年。

『来住・久米地区の遺跡 Ⅲ』松山市文化財調査報告書第76集、2000年。

『小野地区の遺跡』松山市文化財調査報告書第81集、2001年。

『久米高畑遺跡 -25次調査―』松山市文化財調査報告書第93集、2003年。
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第 2章 来住町遺跡 6次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯
平成 7(1995)年 5月 、山内定樹氏より宅地開発に伴う埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員

会 (以下、市教委)に提出された。本調査地は、松山市埋蔵文化財包蔵地『127来住廃寺跡』の来住

町533-1に位置している。周囲には、来住町遺跡群があり、過去に 5回の調査が行われている。調査

地の北隣地には、来住町遺跡 3次調査地が位置しており、弥生時代から古代までの遺構が確認されて

いる。このため、試掘調査を平成 7年 6月 2日 に実施し、土坑遺構・柱穴遺構・溝などの遺構と、須

恵器片・土師器片などの遺物が確認された。その結果、両者は遺跡の取扱いについて協議を行い、本

格調査を実施することになった。発掘調査は平成 7(1995)年 12月 11日 に着手し、平成 8(1996)年

2月 9日 まで行った。

(2)調査 の経過
調査は12月 11日 より3日 間、重機を導入して地山面までの剥ぎ取り作業を行った。排土は、造成上

の量が多く、外へ搬出することになった。同月19日 には遺構の検出作業を終了し、遺構の調査に入つ

た。平成 8年 1月 25日 には主要な遺構の調査を終了し、完掘写真撮影を26日 に行った。その後、遺構

図、地形図の測量を行い、2月 9日 には屋タト作業を終了した。一般向現地説明会は「来住町遺跡 7次

調査地」と合同で2月 17日 に行った。

(3)調査組織
調 査 地 :松山市来住町533-1

遺 跡 名 :来住町遺跡 6次調査地

調査期間 :平成 7(1995)年 12月 11日 ～平成 8(1996)年 2月 9日

調査面積 :202.85♂

調査協力 :山内定樹

調査担当 :西尾幸則 (文化教育課係長 )

栗田茂敏 ((財 )松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター調査員 )

加島次郎 (同上)

小玉亜紀子 (同上)

(4)来住町遺跡の調査概要 (第 2図 )
来住町遺跡は来住台地上の東部に位置し、過去 5度にわたって本格調査が行われている。ここでは

5回の調査の概要を述べる。

1次調査地は標高40mに立地している。調査地は昭和20～ 30年代に粘土採掘が行われており、遺構

が殆 ど破壊されていた。調査地からは土坑 1基、自然流路 3条などが検出され、いずれも7世紀以降

に比定されている。

明確な時期は不明である。自然流路は 7世紀以降に急速に上が埋まったと考えられる。
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来住町遺跡 6次調査地

2次調査地は標高39mに立地している。検出遺構は柱穴62基、土坑 2基、溝 4条、井戸 1基、竪穴

状遺構 1基 (SX-1)で ある。溝は、水の流れていた様子が土層から判明した。遺物は主に包含層      、.

から出上している。第V層からは、土師器・須恵器、第Ⅵ層からは弥生土器と石器が出土 している。

遺構では、井戸跡から8世紀前半の須恵器蓋、土師器が出上 している。 SX-1か らは 7世紀前半の      .

須恵器が出土している。本調査地は 7～ 8世紀には溝、井戸があり、水利施設地として利用されてい

た土地である。

3次調査地は標高39mに立地している。遺構は第Ⅶ層 (地山)上面で確認された。遺構は柱穴168

基、土坑 8基、溝 3条、掘立柱建物址 1棟、竪穴状遺構 1基 (SX-1)、 土坑状遺構 1基 (SX―

2)である。 3次調査地は 6次調査地の北隣に位置する。

4次調査地は標高38.5mに 立地している。確認された遺構は溝状遺構 1条である。遺物は第V層の

包含層から大量の遺物が出土した。溝状遺構は埋土・遺物・流路の方向性から、第 1次調査地で検出

された自然流路につながる可能性をもつ。

5次調査地からは掘立柱建物址 2棟、土坑 5基、溝 4条、自然流路 1条 と、人の足跡が多数検出さ

れた。

以上、 1次～ 5次調査地の概要を記述した。来住町遺跡は回廊状遺構や来住廃寺の東側にあたる地

域で、弥生時代、古墳時代、古代、中世の遺構や遺物が多 く検出している。

参考文献

(1)梅木謙- 1990「来住町遺跡 (1次 )」 F松山市埋蔵文化財調査年報 Ⅱ』
(2)梅木謙―・宮内慎- 1992「来住町遺跡1次調査」『来住・久米地区の遺跡』(財)松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財セン        '
ター

(3)藤原敏秀 1991「来住町遺跡2次調査地JF松山市埋蔵文化財調査年報 Ⅲ』
(4)藤原敏秀 1991「来住町遺跡3次調査地JF松山市埋蔵文化財調査年報 Ⅲ」
(5)藤原敏秀・小笠原善治 1992「来住町遺跡3次調査JF来住・久米地区の遺跡』(財)松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財セ

ンター

(6)田城武志・高尾和長  1993「来住町遺跡 4次調査地J『松山市埋蔵文化財調査年報 V』

(7)橋本雄―・相原秀仁  1994「来住町遺跡 5次調査地J『松山市埋蔵文化財調査年報 Ⅶ』
(8)栗田茂敏・加島次郎・小玉亜紀子 1996「来住町遺跡 6次調査地」『松山市埋蔵文化財調査年報 Ⅷ』
(9)橋本雄―・小笠原善治 1996「来住町遺跡 7次調査地J『松山市埋蔵文化財調査年報 Ⅷ』
l101宮内慎―・相原秀仁  1999「来住町遺跡 9次調査地J『松山市埋蔵文化財調査年報 ■』
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調 査 の 経 過

調査地位置図

1

第3図 調査地区画図
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来住町遺跡 6次調査地

2.層 位 悌 4図 )

調査地は標高39mに立地し、調査以前は耕作地であった。基本層位は、基盤層を含めて7層 に分層

される。色調は『新版標準土色帖 1989年版農林水産省農林水産技術会議事務所 監修』を参照した。
I  層 :近現代の造成工事・農耕による土。礫層と真砂土層が薄く幾重にも重なっている。

調査区全体に厚さ0.9m堆積している。

H  層 :旧水田層。厚さは0.2mで 、褐灰色土 (10Y R6/1)の粘性が大変強い土である。
Ⅲ  層 :旧水田層。酸化鉄を多く含む土。褐色土 (10Y R4/6)で 、遺物は殆ど含まれていな

Ⅳ―①層 :遺物包含層。調査区全面に薄く広がっている。調査区北半分では0.05～ 0.lmの堆

積で、南側ほど厚くなる。暗褐色土 (10Y R3/3)で 、粘性はあまり強くない。Ⅲ層

からの流れ込みの鉄分の粒が含まれる。

Ⅳ―②層 :遺物包含層。調査地の南側半分に分布している。厚さは0.05m。 暗褐色土 (10Y R3

/4)で、Ⅳ―①層よりもやや濃くなり、鉄分の包含量も多い。遺物は須恵器片、土師

器片が出土している。中世以降の遺構の埋上でもある。

V  層 :調査地の北半分に分布している。厚さは0.lmで、黒褐色土 (10Y R2/2)。 礫はまっ
たく含まれない。粘性はなく、透水性に富んでいる。サラサラした感触がある。

弥生時代～古墳時代の遺構埋土である。

Ⅵ  層 :基盤層との漸移層にあたる。第V層 と第Ⅶ層の 2種類の上が混在している層である。
調査地北半分に分布しており、この面で遺構を確認した。厚さは0.lmである。この土

は、粘性はなく、透水性に富んでいた。暗褐色土 (7.5Y R3/3)で 、遺物は全く含ま

れない。

Ⅵl  層 :基盤層、いわゆる地山にあたる。調査地全体に広がっている。この面でも遺構を確認
した。責色土 (10Y R7/4)で、礫は含まれない。粘性が大変強く、透水性がまったく

ない。Ⅶ層はさほど高低差はないが、調査地北東方向から南西方向に傾斜している。

遺構は北半分ではⅥ層で、南半分ではⅦ層の上面での検出である (第 4・ 5図 )。 遺物は遺構・包

含層からの出土である。

3.遺構と遺物
本調査において確認された遺構は、Ⅵ層とⅦ層の上面で検出した。遺構は溝 2条、鋤先状遺構39条、

土坑10基、柱穴49基、性格不明遺構 5基である。以下、主な遣構について記述する。
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来住町遺跡 6次調査地

(1)弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遣構には、前期末～中期初頭の土坑が 1基ある。

SKl(第 6図、図版 2)

調査区の西側に位置する。遺構の南端が SDlに 切られている。平面形態は不整形、規模は長軸
3.2m、 短軸2.lmである。断面形態は半円状・テラス状を呈する。埋土は 3層 に分けられる。上層は

暗褐色土 (5Y R3/3)、 中層は黒褐色土 (10Y R2/1)、 下層は黄褐色土 (10Y R5/3)と 黒褐色土 (10

Y R2/1)の 混在上である。下層には、焼土や焼土塊は全 く確認されなかった。遺物は中層の深い場

所に密集して出土し、上層と下層には含まれていない。遺物には、二次焼成を受けて破砕した弥生土

器片・石器片と二次焼成を受けていない人頭大の礫が出土している。この内、実測可能な遺物は 5点

である。

出土遺物 (第 7図、図版 3)

1は壷の口縁部、 2は無頸壼の口縁部。外面はナデ調整で、内面は指オサエを行つている。同土器

の口縁部と考えられる破片には焼成前穿孔があった。 3は壺の頸部である。外面は縦刷毛調整の後、

ナデ調整を行い、横方向に磨きを施している。内面はナデ調整である。 4は石皿・台石の破片。 5は

敲石・磨石である。

時期 :出上した遺物から、弥生時代前期末～中期初頭にかけての遺構である。

A― Aイ  Ⅵ層 L=3930m

(W) Ⅶ層

A'

1暗掲色土
2黒掲色土
3黄掲色土+黒褐色土
41層

0                        2m

(S=1 :40)

第6図 SKl測量図
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遺 構 と 遺 物

(2)古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構は、溝 (SD3)と 性格不明遺構 (SXl・ 2)がある。
1)溝 (SD)
SD3(第 8図 )
調査区内を北東から南西方向に走る直線溝である。高低差はほとんどない。SDl,2に 切られて
いる。幅は0.8m、 残存長は4.5m、 深さは0.lmを 測る。断面形態は、凹凸な部分と皿状な部分とがあ

る。埋土は黒褐色土で、粘性は弱い。砂粒は確認されず、流水はなかった様子である。遺物は須恵器、

土師器、弥生土器の小破片が出土している。図化できる遺物はない。

2)性格不明遺構 (SX)
SXl(第 9図 )
調査地のほぼ中央に位置する。遺構の南側はSDl・ 4～ 7(耕作痕)に切られる。平面形態は不

正形で、規模は長軸4.3m、 短軸1.2m、 深さ0.lmを 測る。断面形態は皿状で、底面は凹凸である。埋

土は黒褐色土 (10Y R2/2)であり、礫はまったく出土しなかった。遺物は、須恵器と弥生土器の小

破片が僅かに出土している。図化できる遺物はない。SKlの主軸と平行で、埋土は類似している。

露 ン                                       、
、

凸
″
Ｈ
３

第7図 SKl出土遺物実測図

警

-15-
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来住町遺跡 6次調査地

SX2(第 10図、図版 2・ 3)

調査地の北側に位置する。遺構の大半は北壁にかかっており、正確な平面形態は不整形である。埋

土は黒褐色土 (10Y R2/2)で、第V層の埋土と同質同色である。断面形態は皿状で、底面は凹凸で

ある。全体的に0.lmと 浅い。遺物は、土師器片と須恵器片の小破片が僅かに出上した。実測可能な

ものは 1点で、 6の須恵器片は甕の口縁部である。時期は古墳時代と考えられる。

衛

鮒
磯 挨

Ψ

1.黒褐色土

第8図  SD3測量図
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遺 構 と 遺 物

紳

ノＳＤ６

L=3950m
(E)

1黒褐色土

(S=1:40)
第9図 SXl測量図

L=4000m
(E)

凱①

第10図 SX2測量図・出土遺物実測図



来住町遺跡 6次調査地

(3)中世以降の遺構と遺物 (第 11図、図版1)

中世以降の遺構について述べてゆく。これらの遺構はどれも第Ⅳ―②層が埋土になる遺構である。

遺構には溝 2条 (SDl。 2)と 、鋤先状遺構36条 (SD4～ 39)、 小穴群がある。

ぽ
AI         SDl~ギ
‰ :Lttm

B―ビ L=3900m

霊
B一

＼|

L==3900m

SDl。 耕作痕・第11図

-18-



遺 構 と 遺 物

1)溝 (SD)
SDl(第 11・ 12図 、図版 1)
査地内を東西に走る直線溝である。SK
l・ SXl,SD3を 切る。溝の幅は
0.2～ 0。9mと場所によって違う。深さは

0.05mと 浅く、痕跡的な遺構である。埋

土はⅣ―②層と同じ土質・土色であり、

砂礫はまった く含まれていなかった。

遺物は須恵器と陶器の小破片が 2点出土

している。 7は床面から出土した。底部

と考えられるが、どちらが内外面か不明

である。それぞれ明緑灰色の釉薬と、暗

赤色の釉薬を施釉している。

調

(S=1:3)

7:SDl
8:SD2
9:SPll

倭
三
フ
Ｖ

第12図  SDl・ SD2・ SPll出土遺物実測図

SD2(第 11。 12図、図版 1)

SDlと 平行に調査区内を北東から東西方向に走る直線溝である。高低差はほとんどない。SD3

を切る。溝の幅は0.2～ 0.5m、 残存長は5。8m、深さは0.05mを測る。断面形態は皿状な部分と凸凹な部

分がある。埋土は、Ⅳ―②層と同じ土質・土色であり、砂礫はない。遺物は遺構の底面で丸瓦片が 1

点出土した。 8は近現代の九瓦片である。SD2の時期は、遺物から近現代である。

2)鋤先状遺構
SD4～ 39(第 11図、図版 1)
SDlを境にしてほぼ南側に分布している小溝群である。SDlと ほぼ同じ方向 (東西方向)の小

溝と、南北方位の小溝の2種類がある。溝によって長さに相違があるものの、幅 。深さはほぼ類似し

ている。深さは0,05mで ある。両者の切り合い関係は坦上が類似していた為に確認出来なかった。出

土遺物はない。

3)土坑 (SK)
SK4～ 10(第 13図 )
平面形態はSK4～ 7

さは0.05～ 0.18mと 浅い。

もつ。

10が不整形、 8が精円形、 9が方形である。断面形態は何れも凸凹で、深

遺物は全 く含まれていない。埋土は中世以後の遺構と同様のⅣ層を埋土に

4)/Jヽ舛〔(SP)
S Pll (第 11。 12図 )

調査区東壁の近くで確認された。SDl・ 2の間に位置する。平面形態は円形であり、規模は直径

0,lm、 深さ0.05mで ある。断面形態は皿状を呈す。埋土は中世以後の遺構と同様のⅣ層を埋土にもつ。

出土遣物は床面で検出された。 9は、東播系須恵器こね鉢か橋鉢の片口部分にあたる。

-19-



来住町遺跡 6次調査地

(4)時期不明の遺構
1)土坑 (SK)(第 13図 )
SK2

調査地の北東に位置する。他の遺構と切 り合い関係はない。平面形態は楕円形で、規模は長軸0.58

m、 短軸0,42m、 深さは0.03～ 0.14mを 測る。断面形態は北側がテラス状、南側が半円状である。埋

土は黒褐色土 (10Y R2/3)と 暗掲色土 (10Y R3/4)、 黒色土 (7.5Y R2/1)と の混合土であった。出

土遺物はない。

SK3

調査地の北東に位置する。平面形態は不整形で、規模は0。 48× 0.42m、 深さ0,08mを 測る。断面形

態は凸凹である。埋土は黒褐色土 (10Y R3/2)と 黒色土 (10Y R2/1)の 混合上であった。出土遺物

はない。

2)性格不明遺構 (SX)(第 13図 )
SX3
調査地の北東に位置する。他の遺構と切り合い関係はない。平面形態は不整形で、規模1.02× 1.22

m、 深さ0.08mを測る。断面形態は凸凹である。埋土は黒褐色土 (10Y R3/2)と 黒色土 (7.5Y R3/2)、

暗褐色土 (10Y R3/3)と の混合土であった。出土遺物はない。

○劫
C生

⊆菫)型
L=39 00m    B――B' L=3900m

第13図  SK2・ SK3・ SX3 測量図

0          1m
l   .  1

(S=1:40)

1黒掲色土
2暗掲色土
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崇 禁 諭

(E) 26

10cm

(S=1:3)

第刊4図  Ⅱ oⅣ層 出土遺物・表採遺物実測図

(5)遺構に伴わない遺物

ここでは遺構に伴わない遺物を報告する。遺物はⅡ・Ⅳ層から僅かに出土し、造成上であるI層や

表採遺物もある。

1)Ⅳ―②層出土の遺物 (第 14図 )
10～ 12は須恵器片である。10は杯身の受け部、11は高台付き不、12は杯蓋になる。13は龍泉窯系の

青磁碗片である。外面には蓮弁文が描かれている。14～ 17は土師器である。14・ 15は土師器郭もしく

は皿の底部で、外底面には糸切り離し痕、14の内底面は摩減している。16・ 17は三足土釜の足の一部

で、摩滅が激しい。18は外面に薄い乳白色の釉薬を施釉している。近世の壺の胴部上部であろう。

2)Ⅱ 層出土の遺物 (第 14図 )
25は 白磁の陶磁器片である。

3)I層 出土の遺物 (第 15図、図版 3)
19～22は弥生土器である。19は奏形土器の口縁部にあたる。口縁部は貼り付けによる。口縁端部に

は刻み目を施し、胴部には多条の箆描き沈線文をもっている。20は壷形土器の口縁部になる。口縁端

部には2条の沈線の後、刻目文を施す。19。 20は弥生時代前期末～中期初頭。21は甕形土器の口縁部

になる。21は 口縁部の下には粘土紐を貼り付ける。22は底部である。21・ 22は弥生時代中期中葉の土

器である。23は 中世の土師器碗である。24は九瓦の破片である。外面は縄目痕があり、内面は布目痕

とナデ調整痕がある。類例は来住廃寺19次調査にある。

4)表採 (第 14図、図版3)
26は キセルである。吸口で、先が欠損している。時期は近世である。

こ ヽ 12-

遺 構 と 遺 物

出
〕
○亀

13

囀 :

|

―

E

10～ 18:Ⅳ一②層
25: ⅡI冒
26:表採
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来住町遺跡 6次調査地

4.小 結

調査地は、来住町遺跡の中でも、 3次調査地と共に東端に位置している。このため、小野川と堀越

川に挟まれた来住台地上に展開する遺跡の東側の範囲を知る上で、重要な場所になる。

調査の結果、調査地は後世の水田耕作などで大幅な削平を受けたことが解った。このため、遺構は

すべて浅かった。北隣の 3次調査地の遺構検出面は、 6次調査地よりも低い。しかし、遺構の残存状

況は3次 よりも良好であった。これは、元々の地形が 3次調査地は低地部、 6次調査地は高地部であ

ったことを意味している (第 16図 )。

今回の調査では、遺構と遺物から確認できた時期は4段階あり、弥生時代の前期末～中期初頭の時

期、古墳時代、中世、中世以後の時期がある。

このうち、注目すべきものは、弥生時代の前期末～中期初頭のSKlである。遺構の性格は、遺物
の廃棄土坑と考える。埋土中には、焼土塊はまったく確認されなかったが、遺物は二次焼成を受けて

いる。このことから、別の場所で二次焼成を受け、持ってきたと推測できる。SKlは遺物の出土状
況から、来住台地上の久米高畑遺跡群や来住廃寺でも同様の遺構と遺物が数多く確認されている。弥

生時代の前期末～中期初頭の時期の集落の範囲がこの場所まで及んでいたことが解った。

また、Ⅳ―②層出土品からは、中世の遺物が出上し、土師器皿や三足土釜といった生活に必要な土

器以外にも、貿易陶磁器 (13の龍泉窯系の青磁碗片)が出土している。

さらに、中世以後の鋤先状遺構の性格は以下のように推測できる。小溝群は耕作に伴う痕で、鋤先

遺構になる。小溝の方向は2方向あり、これは耕作の方向がある時期に変化した為であろう。時期は

僅かな遺物から、上限を中世、下限を近現代とする。

卵

／

一

　

竹

亀

中

＼
ヒ上星

~F~彰

I層 出土遺物実測図
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結/1ヽ

基本土層 (西壁)

基本土層 (西壁)

1造成土

2旧耕作土

3中世以降

4弥生～古墳

5地山漸移層

6地山

―    |

(S=1 :400)

第16図  3次・6次調査地の対応図

遺構 。遺物観察表 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の計測値、及び観察の一覧である。

(2)遺構の一覧中の出土遺物欄の略号について。

例) 弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器

(3)遺物観察表の各記載について。

法量欄 ( ):復元推定値

形態 。施文I関  土器の各部位名称を略記。例)口→口縁部、頸→頸部

胎土 。焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金雲母、密→精製土

焼成欄では焼成具合を略記した。

例)◎→良好、○→良、△→不良

L=3950m

(S=1 :40)

攀

跳
ぎ
乳
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表 5 SKl 出土遺物観察表 土製品

来住町遺跡 6次調査地

表 2 土坑一覧
土坑

(SK)
地区 平面形 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋 土 出土遺物 時 期 備 考

l B2 不整形
東側 テラス状
西側 半円形 欲2潮×侶と)

〇暗掲色土
〇黒褐色土
○黄褐色土十黒褐色土

弥生・石器 弥  生
SDlに 切

られる

B4 楕円形
恨

佃

北

南

テラス状

半円形
蝦×α軽×は潮

黒褐色土

暗褐色土

黒色土

B4 不整形 凸  凹 048× 042× 008
黒褐色土

黒色土

4 D2 不整形 皿 状 03× 025× 008 暗褐色土 中世以降

5 C3 不整形 皿  状 05× 05× 005 暗褐色土 中世以降

6 D3 不整形 皿 状 1.1× 06× 005 暗褐色土 中世以降

7 D4 不整形 皿 状 05× 0.5× 005 暗褐色土 中世以降

8 D5 楕円形 皿 状 11× 0,7× 005 暗褐色土 中世以降

9 E5 方形 皿 状 05× 04× 005 暗褐色土 中世以降

D6 不整形 皿 状 0.4× 04× 005 暗褐色土 中世以降

表 3 溝一覧
溝

(SD)
地  区 断面形

規 模
長さ×幅×深さ(m)

埋  土 出土遺物 時 期 備 考

1 Bl～ D6 皿 状 1635× (境 9)× 005 暗褐色土 須恵・陶器 中世以降 SD3を切る

2 4C～ D6 皿 状 5,80× (境 .5)× 0・05 暗褐色土 丸瓦 中世以降 SD3を切る

3 C6～ D5 皿 状 45× 08× 010 黒褐色土
弥生・土師

須恵
古墳

SDl・ SD2
に切られる

表 4 性格不明遺構一覧
性格不明

(SX)
地  区 平面形 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋   土 出土遺物 時 期 備 考

1 B2～ C3 不整形 皿 状 43× 12× 01 黒褐色土 弥生・須恵 古 墳

A3～ A5 不整形 皿 状 42×   ×01 黒褐色土 須恵・土師 古 墳

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調絵唇|

生
成
胎
焼

備 考 図版
外  面 内 面

1 霊 残高 20
ゆるやかに外反する口縁部。

口縁端は九い。

Θハケ→

ヨコナデ
Θヨコナデ

黄灰色

黄灰色

石・長 (2～ 3)

金
 。

2 霊

口径(88)

残高 20
無頸壺。 Θナデ Θナデ・指頭痕

色

色

灰

灰

黄

黄

石・長 (2～ 3)

金
 。

2次焼成を

受けている

3 霊 残高 53
顎部は筒状を呈し、上方

に立ち上がる。

◎ハケ→ナデ
→ ミガキ

〇ナデ
色

色

橙

橙

石。長(05～ 2)

金
 。

-24-



表 6 SKl 出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(9)

4
台石又は

石皿
大 き く欠損 砂 岩 1,8288 3

5
敲石又は

磨石
一部欠損 砂 岩 598,7

焼成を受けて

いる
3

表 フ SX2 出土遺物観察表 土製品

表1l Ⅳ層 出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1織暑|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

6 甕 残高 39
甕口縁部分。強 く外反し外

面には刺突烈点文が施され

ている。

回転 ヨコナデ 回転ヨコナデ
灰色

灰色

長(1～ 2)

○
3

表 8 SDl 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

7 不 明
陶器片。小破片のため、内・

外面が不明。
才色メ由 崩乞罪由

明緑灰色

暗赤色

密

○

表 9 SD2 出土遺物観察表 瓦製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 。施 文
調 整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

8 丸瓦
残高 5,0

厚さ■6
凹面に3本の沈線がある。 摩減にて不明 摩減にて不明

暗灰色

暗赤色

長(05以下)

○

表10 SPll 出土遺物観察表 土製品

番号 維 法量(cm) 形 態 。施 文
調 整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

こね鉢

か

橋鉢

残高 26 東播系こね鉢の片口部分。 ヨヨナデ ヨコナデ
色

色

灰

灰

長(05以下)

○

番号 維 法量(cm) 形 態 。施 支
調 整 色調

1織吾|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

10 イ 身 残高 2.3

たちあがりは内傾し、端部

は丸い。受部は上外方へ短

くのびる。

回転ヨコナデ 回転ヨコナデ
色

色

灰

灰

石・長 (0.5～ 1)

○
Ⅳ―②

ネ 残高 2.7

高台杯。高台は低く、底体

部の境界付近に付く。端部

は「コ」字状に仕上げる。

回転 ヨコナデ 回転ヨコナデ
色

色

灰

灰

石・長(05以下)

赤色粒

○

Ⅳ―②

芥蓋 残高 11

回線部は下内方へ下がる。

回線端部は九 く仕上げる。

小破片。

回転 ヨヨナデ 回転 ヨコナデ
色

色

灰

灰

長 (0.5以下)

○
Ⅳ―②

碗 残高 23
龍泉窯系青磁。

外面に蓮弁文を描く。
施釉 施釉

濃緑色

濃緑色

密

○
Ⅳ―②
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調絵目|

土
成
胎
焼

備考 図版
タト 面 内  面

皿か

郭
残高 08 土師皿もしくは郭の底部。 糸切 り痕 摩減にて不明

橙色

橙色

密

○
Ⅳ―②

皿か

杯
残高 05 土師皿もしくは杯の底部。 糸切 り痕 ナ デ

責灰色

責灰色

密

○
Ⅳ一②

土釜 残高 土金の脚部。 摩減にて不明 摩滅にて不明 黄灰色
石。長 (05～ 1)

△
Ⅳ―②

土釜 残高 土釜の脚部。 摩滅にて不明 摩減にて不明 黄灰色
石・長 (0.5～ 1)

△
Ⅳ―②

壺釜 残高 3.0
胴部上面に、2本の凹線あ

り。
力伍罪由 ヨコナデ

乳灰色

乳白色

長(05以下)

○
Ⅳ一②

Ⅳ層 出土異物観察表 土製品

来住町遺跡 6次調査地

(2)

表12 Ⅱ層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1織目|
生
成
胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

小鉢
回径 (70)

残高 2.8
陶磁器。外面に草花紋あり。 施釉 施釉

色

色

自

白

密

○

表13 1層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

甕 残高 35
回縁端と口縁上面に刺突文

を施す。外面には7本の沈

線文が残存している

タテハケ→

ナデ
ナ デ

責灰色

黄灰色

石・長 (1～ 2)

○
3

霊 残高 2.1
口縁部分。口縁端に2本の

沈線文の後に刻目文。
ナ デ ナ デ

黄灰色

暗灰色

石・長 (1～ 5)

金

△

甕 残高 71
指頭押圧の刻目凸帝。

口縁端に刻目。
ナ デ 摩減にて不明

黄灰色

黄灰色

石・長(05～ 2)

金

○

霊
残高 25
底径 (69)

平底。 摩減にて不明 摩滅にて不明
責灰色

責灰色

石・長 (1～ 3)

金

○

黒斑有

碗
口径 (130)

残高 3.4
回縁端は先細り。 摩減にて不明 摩減にて不明

色

色

橙

橙

石・長 (05以下)

金

○

表14 1層 出土遺物観察表 瓦製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調 整 色調

i織唇|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内  面

丸瓦
残高 188

厚さ 1,9

糸田糸電口「 き

ナデ

布目痕

ナデ
淡灰色

長(0.5以下)

○

表15 表採 遺物観察表 銅製品

番 号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(a)

キセル ほぼ完形 銅 471
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第 3章 北久米町屋敷遺跡 2次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯
1995(平成 7)年 4月 20日 、岡本雅人氏より松山市北久米町477番地 2地内における宅地開発に伴

う埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。当地

は松山市埋蔵文化財包蔵地 FN o.126 高畑遺物包含地』に位置している。周辺の遺跡には東隣地に

北久米町屋敷遺跡調査地 (以後、 1次調査地と記載する)があり、中世や近世の遺構や遺物が数多く

確認されている。このため、文化教育課は同年 5月 12日 に試掘調査を実施した。試掘では、土坑状遺

構や柱穴状遺構などの遺構と、須恵器片、土師器片などの遺物が確認された。この結果を受け、申請

者と文化教育課の二者は遺跡の取扱いについて協議を行い、本格調査を実施することとなった。調査

は、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが文化教育課の指導のもと1996(平成 8)

年 7月 1日 に着手し、同年8月 9日 まで行った。

(2)調査組織

調 査 地 :松山市北久米町477番地2

遺 跡 名 :北久米町屋敷遺跡 2次調査地

調査期間 :1996(平成 8)年 7月 1日 ～同年 8月 30日

調査面積 :347.64r

調査協力 :岡本雅人

調査担当 :西尾幸則 (文化教育課係長)

相原浩二 ((財 )松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター調査員)

小玉亜紀子 (同上)

(3)調査の経過

発掘調査は排土置き場の関係上、調査地を半分に分割して行った。先ず北半部から調査し、次いで

南半部を調査した。北半部の作業は平成 8年 7月 1日 より開始し、重機を導入して地山面までの剥ぎ

取りを行った。同月12日 に終了した。一部剥ぎ取りの際、北側部分を掘削しすぎた。南半部の調査は

同月15日 から開始し、 8月 6日 に終了した。その後、重機による埋め戻しを行い、プレハブ 。道具類

の撤収、そして現場の保全作業を行って 9日 に屋外作業を終了した。屋内作業は12日 から開始し、 8

月30日 に終了した。

発掘調査・整理は、以下の方法で行った。重機にて造成土・旧水田層の掘削を行った後、調査区北

西方向に杭を打ち、任意の原点として一辺 6m四方の区割りを行った。区割りのラインは、任意原点

の杭を基準として南北方向の軸をアルファベットで、東西方向の軸を数字で表記した (第 18図 )。 本

調査地出上の遺物はコンテナ箱に収納し、報告書掲載の遺物は、遺物番号を緑色で注記し、収納して

いる。遺構写真類は、35111111白黒を基準として台帳記入し、他 (351n14カ ラー・スライドと6× 7白黒 。

カラー・ 4× 5白黒)を対応させた。
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第刊7図 調査地位置図    (S=1判
000)
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第18図 調査地区画図
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位層

2.層 位 悌20図、図版4)
調査地は、標高33mに あり、調査以前は既存宅地であった。北久米町屋敷遺跡 1次調査地は調査地

の東隣地にあたる。本調査地の基本層位は基盤層を含めて大きく5層 に分層される。そのうち、微弱

な土色や土質の違いから第Ⅱ層は① o②・③の3層 に、第Ⅳ層は① o②の2層 にさらに分層した。各

層位は、第 I層造成上、第Ⅱ―①層褐灰色土、第Ⅱ一②層にぶい黄掲色土、第Ⅱ―③層暗褐色土と明

黄褐色上の混合上、第Ⅲ層暗赤褐色土、第Ⅳ一①層黒掲色土、第Ⅳ―②層黒掲色上、第V層 にぶい責

橙色土で、明褐色土と黒褐色土が混じる。色調は「新版標準土色帖」1989年版『農林水産省農林水産

技術会議事務局 監修』を参照した。

第 I層   :近現代の造成工事による客上である。真砂土層が調査地全面に厚さ20cm程度堆積して

第 H層一① :十日水田層。耕作土層である。褐灰色土 (10Y R4/1)で、厚さ約10cmである。粘性が

大変強い。遺物は包含されていない。

第 H層―② :十日水田層。酸化鉄を多く含む土である。にぶい責褐色土 (10Y R4/3)で遺物は殆ど

含まれていない。

第 H層―③ :旧水田の床土層。調査地の南東部分に分布している。暗褐色土 (10Y R3/3)と 明黄

褐色 (10Y R6/6)の混合上である。

第 ||1層   :調 査地北東部分に分布している。暗赤褐色土 (2.5Y R3/3)で 、粘性はやや強い。遺
物は含まれない。

第Ⅳ層一① :黒褐色土 (10Y R3/2)で、調査区全面に薄く広がっている。調査区北半分では約 5

～10cmの堆積で、南側になるほど厚い。粘性はあまり強くない。Ⅲ層からの流れ込み

の鉄分の粒が含まれる。

第Ⅳ層一② :調査地の北側半分に分布している。黒褐色土 (10Y R2/2)で、Ⅳ―①層よりもやや

色調は濃くかなり鉄分の量も多い。遺物包含層で掘削時に須恵器片、土師器片、陶器

片などの遺物が出土している。

第V層   :い わゆる地山にあたる。調査地全体に広がっている。にぶい黄橙色土 (10Y R7/4)
で、明褐色土 (7.5Y R5/4)と 黒褐色土 (7.5Y R3/2)が 混じる。礫は含まれない。

粘性が大変強く、透水性がまったくない。本層上面で検出した遺構はいずれも遺存状

況は良好なものではなく、痕跡的であった。この事からも後世、大幅に削平されてい

る様子である。

遺構はすべて第V層上面での検出である (第20図 )。 溝13条、橋 1基、柱穴 7基、性格不明遺構 1

基である。遺物は遺構及び、包含層から出土したもののほか、地点不明出土遺物がある。包含層遺物

は第 I層から第Ⅲ層までは重機で掘削したために、第Ⅵ層のみの出上である。出土した遺物はテンバ

コ (縦60cm×横44cm× 深さ8cm)に 3箱ほど出上したが、殆どが図化しえない小片ばかりであった。
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H.32.500m

H.32.500m

H. 32.000m

H,32.500m

213

SD7 SD8

H.331000m

H.32500m

H,33.000m

H. 32.500m

土層名称

第 I層 :造 成 土

第二層―① :福灰色土 (10YR4/1)

第I層と② :にぶい黄褐色土 (10YR4/3)

第工層―③ :暗褐色土 (10YR3/3)と 明資褐色土 (loYR6/6)

第 Ⅲ 層 :暗赤掲色土 12‐ 5YR3/3)
第v層―① :黒掲色土 (10YR3/21

第Ⅳ層一② :黒褐色土 (loYR2/2D

第 V 層 :にぶい責橙色土 (10YR7メ4)で、
明褐色土 (7.5YR5カ 4)と黒褐魯上 (7.SYR3/2)が混じ●。

色調は「新版標準土ヨ帖」1989年版
『農林水産省農林水産技術会議事務局 監修』を参照した。

BIC

H. 33.000m

H.32,500m

al

1

2

3

4

とi S

H. 33000m

H,32.000m

北璧土層図

東登土層図①

東壁土層図②

|lb

AIざ告
I C

東壁■層図③

第20図 北壁・東壁土層図

(S=J:40)
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3.遺構と遺物

(1)中 世
本調査では13条の溝を検出したが、室町時代の溝はSD4の 1条のみである。

1)溝

SD4(第 23図、図版 5)

調査地西半部A2～ B5区に位置する。北側の部分は掘削の際に掘 りすぎたこの為、不明の部分が

ある。溝の南端は、「 L」 字形に折れ曲がる。幅は約1.3～ 3.4m、 断面形は「U」 字状を呈す。床面は

北から南へそして、西から東方向へと傾斜しており、各方向での比高差は南北方向では約30cm、 東西

方向では約10cmである。埋土は 2層 に分層される。上層は黒褐色土 (10YR3/2)で 、堆積は薄く、粘

性は強い。下層は灰黄色土 (10Y R4/2)で、粘性は上層よりも弱 く、砂質の混入する層である。溝

の南側の床面には所々に拳大の礫が集積していた。これらのことから、当時は流水があったものと推

測する。遺物は殆どこの下層で出土した。

一方、SD4の 中央部にはテラス部分がある。SD4と は幅10～50cmの 地山に隔てられており、埋

土はSD4上 層の土が堆積していた。幅は約1.4mで 、床面は北から南へと傾斜し、比高差は約10cm

であった。北側と南側はそれぞれSD4の本流と連結している。テラス面の方が本流より高い。テラ

ス面は、その形状や SD4と の配置関係などからSD4に付設する給排水施設の可能性も考えられる。

しかし、遺構の遺存状況が悪く、杭なども確認できない為、可能性に留めておく。

出土遺物  (第 21。 22図、図版10)

上層出土品 1は土師器杯である。外底面は回転糸切り痕が、

内底面には同心円のくぼみ痕が残る。 2は三足付き羽金の脚部

である。

下層出土品 3は須恵器の高杯で、杯部は丸く仕上がり、脚

部には方形の透かし孔を有す。 SD4か らの吉墳時代の遺物は

この 1点のみである。 4～ 8は土釜で、 5は瓦質、その他は土

師質である。 4は 口縁端部に断面三角形の凸帯が垂下し、タト面   第21図
には煤が付着している。 6～ 8は脚部で、いずれも胴都との接

合部分にあたり、接合方法が観察できる。外底部と脚部の接合部付近の内面に煤が付着している。 5

は凸帯が口縁端部からやや下がつた部位に巡っている。 9～ 13は土師器で、杯および皿である。 9は

内外底面とも摩・Finが激しく、10は糸切りの後に板状工具の痕が残り、11。 12は糸切り痕を残す。13は

外底部に、回転糸切り後の板状工具の痕が見られる。内底面には同心円状の凹みが数条巡り、指ナデ

が残る。14～ 16は亀山焼で、14は大奏で、顎部から口縁部にかけてはゆるやかに内傾し、口縁部は外

反、口縁端部は上下にやや拡張する。外面には荒い縦方向の刷毛目調整を施し、胴部に格子目叩き痕

を施す。内面は摩滅が激しい。15は甕の口縁部になる。16は胴部片で、外面には格子目叩き痕があり、

内面は刷毛目調整を施す。17は東播系のこね鉢で、口縁端部は上下に肥厚し、内面に凹みを有す。18

は貿易陶磁器で、青磁器の胴部片で、器種は不明である。19・ 20は備前焼であり、19は大甕の口縁部

で、口縁部は内傾し、端部は口縁部を引き伸ばし、外面に折り曲げて玉縁状に仕上げている。20は悟

鉢の胴底部で、内面には櫛描きの平行条線を波射状に施す。21は緑色片岩製の石で、加工した痕跡は

みられない。他には、火葬骨片が数点出土している (未掲載 )。

(S=1:4)

SD4上層出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

時期 :遺物は殆どが下層からの出上であり、古墳時代の遺物もみられるが、出土した遺物の大半は

15世紀後半の特徴を示している。よって、SD4の 時期も室町時代後期、15世紀後半と考えられる。

2)橋 (第24図、図版 8)

橋 1

調査地の南西部、SD4底 面で検出された。柱穴は 6基あり (Pl～ P6)、 いずれの柱穴からも

柱痕材 。柱痕跡などは検出されず、出土遺物もなかった。Pl,2,4・ 6の埋土は黒褐色土 (10Y
R3/2)で粘性は強い。 P3・ 5の埋土は暗褐色土 (7.5Y R3/4)で ある。以下、それぞれの規模、形

状を記載する。Plは円形で、径35～ 37cm、 深さ50cmを 測る。 P2は円形で、径21～ 24cm、 深さ15cm

を測る。P3は 円形で、径27～ 29cm、 深さ46cmを 測る。P4は楕円形で、長径42cm、 短径33cm、 深さ

55cmを 測る。P3と P4は切 り合い関係にあり、P3が P4を切つている。P5は円形で、径27～ 29

cm、 深さ37cmを 測る。P6は楕円形で、長径25cm、 短径14cm、 深さ13cmを測る。P5と P6は切り合

っており、P5が P6を切つている。 この柱穴群を「橋」と推定する根拠には遺構の配置があげら

れる。柱穴はSD4内 にあり、溝の方向とほぼ直交していることや、断面形では西側にある柱穴群は

いずれも深 く、東側は浅いと共通していることである。そして、中世の絵図・絵巻物などを参考する

と橋遺構 (板橋)が想定でき、SD4に伴うものと判断した。柱穴の切り合い関係からは修復された

様子も推測できる。

時期 :検出状況より、15世紀後半とする。

3)土 坑 (第25図 )
SKl 調査地南側、B4・ 5区に位置する。平面形は不整楕円形を呈し、規模は長径1,18m、 短

径0.88m、 深さ10cmである。断面形は皿状を呈し、埋土は黒褐色上である。遺物には15世紀後半の亀

山焼の甕口縁部が 1点ある。22は大甕の口縁部で、口縁端部はつまみ上げられている。外面には荒い

縦刷毛目調整が、内面には横方向の刷毛目調整が施されている。

時期 :出土した遺物から、15世紀後半頃とする。

(2)江戸時代
1)溝 (第23図、図版6。 8・ 10)

溝は12条確認されている。溝は南北方向 (S

の 2方向に属し、調査区南側でほぼ直交する。

片や中世の土師器・陶器片など出土している。

Dl～ 3・ 10。 11)と 東西方向 (SD5～ 9・ 12・ 13)

どれも痕跡的な溝ばかりであつた。遺物は近世の陶器

うち、図化できるものは中世のものばかりであつた。

SDl 調査地の中央部、B2～ B3区に位置する。北側の部分は掘削の際に掘 りすぎた。しかし、

北壁面の断面観察を行い、南北に走る溝であると確認した。調査区南側でSD5と直交する。底面は

北から南方向へと傾斜している。幅は40～ 70cm、 深さは8cmを 測る。断面形は舟底状で、中段にテラ

スを持つ。埋土は 2層 に分層できる。上層は暗赤褐色土 (2.5Y R3/3)で 、堆積は薄く、粘性は弱い。

下層は黒褐色土 (10YR2/3)で 、粘性の強い層である。砂礫は確認されなかった。遺物は、上下層共

に小片が数点出土したのみである。近世の陶器片や中世の陶磁器片も出土し、そのうち図化しうるも

の 1点を掲載した (第26図 )。 23は上層出上の備前焼悟鉢の胴部片で、内面に櫛描きの平行条線を放

射状に施す。
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北久米町屋敷遺跡 2次調査地

①黒掲色土(10YR3/2)

②暗褐色土(7.5VR3/4)

第24図 橋1測量図
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遺 構 と 遺 物

A↑ ↑
A'

A  AI H32500m

①黒褐色土(10YR3/2)

1

(S=1:40)

第25図 SKl測量図 。出土遺物実測図

SD2 SDlと SD3の 間に位置し、SDlと ほぼ平行に南北に走る溝である。SDlと 同様に北

側の部分は掘削の際に掘 りすぎたが、北壁面の断面観察により、南北に走る溝であると確認した。幅

は40～ 70cm、 深さは7cmを 測る。断面形は舟底状で、埋土は暗赤掲色土 (2.5YR3/2)で粘性が強い。

砂礫は確認されなかった。調査地北側に幅20cmの細い溝が重複 しているが、埋上が共通するために、

切り合い関係を確認できなかった。遺物は中世の上師器や陶磁器のほか、近世の陶器片も少量出土し

ている。遺物は図化しうるものを2点掲載した (第 26図 )。 24は備前焼の橋鉢の胴部片。25は土師器

皿で、底部外面に回転糸切り痕を残す。
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北久米町屋敷遺跡 2次調査地

SD3 SD2の 西側を南北に走る溝で、SD4を 切つている。幅は40～ 70cm、 深さは7cm、 全長は
4.8mを 測る。東西方向に対応する溝はない。断面形は舟底状で、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/2)で

粘性が大変強い。砂礫は確認されず、出土遺物は小破片のみであった。遺物は図化しうるものを 1点

掲載した (第26図 )。 26は土師質の三足羽釜の脚部で、摩滅が激しい。

SD5 東西方向の溝の最も北側を走る溝で、SDlと 直交する。完掘後に2条に観察できたが、埋
上がほぼ共通であつた為、切 り合いは確認できなかった。幅は50～ 80cm、 深さは8cmを 測る。断面形

はどちらも皿状で、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/3)で 、粘性が大変強い。砂礫はなく、遺物は土師器

と陶器の小片が出土したが、図化しうるものはない。

SD6 SD5と SD7の 間を東西方向に走る溝で、SD■ と直交する。幅は50～ 80cm、 深さは10cm、

検出長は3.Omを 測る。断面形は皿状である。埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/2)で 粘性が大変強い。砂

礫は確認されず、遺物は近世段階の陶器片のみであった。

SD7 SD6と SD8の 間に位置し、「 L」 字形に折れ曲がる溝である。幅は80cm、 深さは9cmを測
る。断面形は舟底状で、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/3)で粘性は強い。砂礫は確認されず、遺物は近

世段階の小破片とガラス小玉 1点が出土している (第26図、図版10)。 27・ 28と も土師質土器であり、

27は三足羽釜の回縁部で、口縁端部に断面三角形の凸帯を貼付する。28は郭で、内外底面とも摩滅が

激しい。291よガラス小玉で、色は透明感のある青色であり、幅0.lcmの棒を螺旋に巻いて形成してい

る様 T‐がうかがえる。

SD8 SD7と SD9の 間に位置し、東西方向に走る溝である。幅は20cm、 深さ30cm、 検出長1.0
mを測る。断面形は皿状で、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/2)で粘性は強い。砂礫は確認されなかった。

出土遺物は土師器の小片であった。

鰯謬声 鯵 ′捺 :f3 _  と
'

~静
―  f宅

0           5          1 0cm

(S=1:3)

‐‐ｎ
929
U

SDl:23     SD7:27～ 29

SD2:24・ 25  SD9:30
SD3:26

0             2cm

―

(S=1:1)

第26図 SDl～ 3・ 7・ 9出土遺物実測図
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SD9 東西方向の溝で、SD8の南側を走る溝である。幅は30cm、 検出長2.8mを 測る。深さは35
cmと他に比べてやや深い。断面形は「U」 字状で、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/3)で 、粘性が大変強

い。砂礫は確認されず、出土遺物は土師器、陶器の小片であつた。遺物は図化しうるものを1点掲載

した (第26図 )。 30は陶器片で、内外面とも鉄釉を施している。

S D10 SD2と SD4の間に位置し、南北に走る溝である。幅は20cm、 深さは30cm、 全長は3.3m
を測る。東西方向に対応する溝はないが、SD2と重複している溝とつながる可能性がある。断面形
は皿状で、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/2)で粘性は強い。砂礫は確認されなかった。遺物は小破片が

出土したが、図化しうるものはない。

S Dll SDlと SD2の間を南北方向に走る溝である。幅は30cm、 深さは3cm、 全長は1.3mを測る。

東西方向に対応する溝はSD6である。断面形は皿状で、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/2)で粘性が大

変強い。砂礫は確認されず、遺物は少量の土師器破片が出上したが、図化しうるものはない。

S D12 東西方向の溝で、調査区の南端で検出された。幅は30cm、 深さ4cmである。断面形は皿状を

呈し、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/3)で、粘性は強い。砂礫は確認されず、出土遺物はない。

S D13 東西方向の溝で、 S D12の 南側で検出された。幅は20cm、 検出長80cm、 深さlcmである。断

面形は皿状、埋土は暗赤褐色土 (2.5YR3/3)で、粘性は強い。砂礫や遺物は出土していない。

(3)その他の遺構と遺物

1)柱穴 (第27図 )
柱穴は 7基確認した。SPlは 円形で、径21～ 24cm、 深さ4 cmを測り、SP2は 円形で、径19～23

cm、 深さ14cmを測る。SP2と SP3で は柱痕を確認した。SP3は楕円形で、長径16cm、 短径13cm、

深さ15cmを測る。SPl～ SP3は 、柱穴の配置から掘立柱建物柱穴の可能性が考えられる。時期は

出土遺物がない為、特定できない。

SP4～ SP7は 柱痕もなく、単独で存在しており、性格や時期は不明である。 SP4は 円形で、

長径31cm、 短径 19cm、 深さ13cmを 測る。 SP5は 楕円形で、長径24cm、 短径19cm、 深さ7cmを 測る。

SP6は 楕円形で、長径22cm、 短径 16cm、 深さ5cmを測る。 SP7は 円形で、径は38～ 34cm、 深さ 6

cmを測る。各柱穴の埋土はいずれも黒褐色土 (10Y R3/2)で、粘性は強い。砂礫は確認されなかっ

た。

2)Ⅳ―②層出土遺物 (第28図 )
31は土釜の口縁部で、口縁端部直下に断面方形の凸帯が巡り、器壁が厚い。32は亀山焼の甕の胴部

で、外面は格子目の叩き痕、内面には刷毛目調整を施す。33は備前焼の橋鉢の胴部で、内面には放射

線状に平行条線が入る。34・ 35は陶器の碗で、341ま外内面に灰オリーブ色が施釉され、暗緑灰色の染

付があり、35は灰白色で施釉しており、暗緑色の染付がある。36は 白磁の陶磁器破片で、器種は不明。

外面に暗赤色の染付が施されている。他に、小片の為図化できない遺物としては龍泉窯系の青磁の破

片や、火葬骨片も出土している。
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第27図 柱穴測量図
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地点不明:37・ 38

第28図 包含層・地点不明遺物実測図

3)地点不明出土遺物 (第28図 )
37は須恵器の杯身で、たちあがりは内傾しており、

部で、凸帯は口縁端部の直下を垂下して巡っている。

1 0cm

(S=1:3)
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結/1ヽ

/Jヽ (第29,30図、図版 9)

本調査では中世と近世の2時期の遺構と古墳時代から近世までの遺物を確認した。本調査地と東隣

地の 1次調査地で検出した各溝は、それぞれ同一の遺構であることが確認できた。以下、 1次調査地

の遺構も合わせて時代ごとにまとめをおこなう。

(1)古墳時代

古墳時代の遺物は、SD4内で須恵器の高杯片が 1点 と、地点不明の杯身片が 1点出上し、時期は
5世紀末から6世紀初頭と考えられる。遺構は確認していない。

(2)中 世
中世に時期比定される遺構には、溝 1条、橋 1基、土坑 1基がある。溝 SD4は 出土遺物より室町
時代後期に埋没した溝と考えられる。溝は調査地南端をコーナーにして「L」 字形に折れ曲がり、調

査地外に延びている。調査地北東を巡つて、区画溝になる可能性が高い。 1次調査地の北部から2×

2間の小規模な掘立柱建物が 1棟検出されている事や、出土遺物には、三足羽釜や土師皿、郭などが

まとまって出土している事から、SD4よ り東側に居住空間のあった可能性が高い。橋 1は区画溝の

西辺に位置する「板橋」と考えられる。また、 1次調査地からも貿易陶磁器片が出上し、集落の中心

である屋敷跡のあった可能性が高い。SD4出上の火葬骨片は調査地北方向から流れてきたと推測さ
れる。火葬墓の存在を知らず破壊したか、または近辺に火葬場があったことが考えられる。土坑SK
lは、性格を明確にすることができなかった。

(3)近 世
近世の遺構には溝12条がある (SDl～ 3・ 5～ 13)。 12条の溝は、規模や形状が類似すること、
埋土がほぼ同色であること、さらに出土した遺物がいずれも中。近世のものであることから、ほぼ同

時期の遺構と考えられる。ただし、同時に併存していたのかは判断しがたい。また、埋土は粘性が強

く、流水溝とは考えにくく、どの溝の床面にも柱穴などは検出されなかった。溝の性格は、その形状

や埋土より居住空間を区画するものと考えられている。区域内では、この時期の遺構は確認されてい

ないが、土師皿や灯明皿などの生活に使用する遺物は出土している事から、住居などが存在するもの

と考えられる。また、殆どの溝は中世の溝 (SD4)と 同じ区域を巡状況にあり、幾度か修復してい

る様子が伺われる。他にも、 1次調査地から人頭大の石敷き溝が 1条検出している。しかし、これら

の溝が同時併存していたかは明らかでない。

以上、調査成果としては中世に引き続き近世においても溝が同じ区域を巡っていた事を確認した。

本調査地の字名は『町屋敷』と云い、地名からは何らかの「やしき。やかた」が本調査地周辺に存在

していた事が考えられる。現状ではいつ頃から当地がこのように呼称され出したかは調べにおよばな

かった。今回の調査では、北久米地域の一部分を調査したにすぎない。今後の課題では調査地の北東

方面の調査は重要になり、中・近世における溝の規模、溝の区域内の遺構確認、その配置、居住者の

階層等を解明する事や、文献調査があげられる。
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第29図 北久米町屋敷遺跡 刊次 。2次調査地測量図
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1992『久米郷誌』久米公民館
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1993『古照遺跡7次調査地』松山市教育委員会。 (財)松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター
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遺構・遺物観察表 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遣物の計測値、及び観察の一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値

形態・施文欄 土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、頸→頸部、胴→胴部、底→底部

(3)胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金雲母、密→精製土

焼成欄では焼成具合を略記した。

例)◎→良好、○→良、△→不良
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表16 溝一覧
溝

(SD)
地  区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方向 埋  土 出土遺物 時期 備   考

1 B2～ B3 舟底状 血0×
I互
×阻 南北

⊆璽重)暗赤褐色土
① 黒褐色土

土 師 陶器 近世

B2～ B3 舟底状 b・×&`4×OM 南】ヒ 暗赤褐色土 土師・陶器 近 世

B3 舟底状 472 ×
I:`2×
007 南「Tヒ 暗赤褐色土 土師・備前焼 近世 SD4を切る。

B2～ B5 U毎ニイ犬 万7×♀る×α鬱
南北～

東西
Φ 黒褐色土

① 灰責色土

土師・須恵

亀山焼 備前焼
中世
SD3に切られている。

焼き骨(獣骨)出土。

B4～ C4 皿  状 264 ×
I::ζ 
×008 東西 暗赤褐色土 / 近世

B4～ C4 皿 状 aO×
Iぢ9細 1 東西 暗赤褐色土 土師・陶器 近世

7 B4～ C4 皿  状 47  ×
I:うち ×007 東西 暗赤褐色土 土師 近世

C4 皿 状 097×
8:〔ζ×03 東西 暗赤褐色土 土 師 近世

B4～ C4 U字形 28 X8:::× 035 東西 暗赤褐色土 土師・陶器 近 世

B3～ B4 皿 状 33 ×
8:ち:×
03 南北 暗赤褐色土 / 近世

11 B4 皿 状 ・%× &99×α弦 南北 暗赤褐色土 / 近 世

B5 皿  状 044×
I::急
×004 東西 暗赤褐色土 / 近世

B5 皿 状 躙×
&〔4×
m 東西 暗赤褐色土 / 近世

遺 物 観 察 表

表17 土坑一覧
土坑

(SK)
地  区 平面形 断面形

規 模 (m)
長さ(長径)X幅 (短径)X深 さ

床面積

(謂 )
埋  土 出土遺物 時期 備   考

1 B4・ B5
不整形

楕円形
皿剪太 118× 088× 010 黒褐色土 亀山焼 中世

表18 SD4 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調肌目|

胎土

焼成
備 考 図版

外 面 内 面

1 杯

口径偲0
底径(3働

器高 2.3

土師器の杯。

体部は内湾ぎみに立ち上が

る。口縁端部は九い。平底。

ヨヨナデ

⑥ 回転糸切り
ヨコナデ

にぶい橙色

浅黄橙色

石・長 (1)

◎
上層

脚 厚さ 10 土釜または土鍋の脚部片。 ナ デ
橙 色 石・長(05～ 1)

◎
上層

3 高杯 残高 44
須恵器有蓋高不。

脚部 に方形の透か しを有す

る。

① 回転ナデ
→回転ヘラ削り

除 回転ナデ

① 回転ナデ

廻⊃ ナデ

灰色暗灰色

灰色

石・英(05～ 1)

◎
下層

土 釜 残高 49
回縁端部に断面三角形の鑓が

巡る。籠の下部以下に煤が付

着している。土師質。

qDヨ コナデ

⊂口の ナデ
ヨコハケ

色

色

橙

橙

石・長 (1～ 3)

◎

煤付着

下層

土釜 残高 2.0

口縁端部からやや下がつた部位に断

面「コ」字形に籠を巡らす。口縁部下
の維下部に煤が付着する。瓦質。

ナ デ ナ デ
黒 色
褐灰色

石・長 (1～ 3)

◎

煤付着

下層
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番号 器種 法量(cm) 形 態 。施 文
調 整 色調

1織目|
胎土

焼成
備考 図版

外 面 内 面

脚 残高 52
土釜または土鍋の胴部と脚部

の接合部片。土師質。
ナ デ ナ デ

黒色.にぶい

黄褐

にぶい黄褐色

石・長 (05～ 2)

◎

煤付着

下層

7 脚 厚 さ

土釜または土鍋の脚部。胴部

が剥離している。底部から脚

内側にかけ煤付着。土師質。

ナデ ナ デ
浅黄橙色

浅黄橙色

石・長 (1～ 4)

◎

煤付着

下層

8 脚 厚さ ■8
土釜または土鍋の脚部。土師

質。
ナ デ ナ デ

にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(05～ 15)

◎
下層

9 杯
径

高

底

残

52

1.5

底部は円盤成形の平高台。

内底面に同心円状の凹みが数

条巡る。

マメツ マ メツ
にぶい橙色

にぶい橙色

石。長 (35)

○
下層

杯
径

高

底

残

57
■4

底部は平底。断面形が高台に

見えるのは糸切り痕の失敗の

為。
⑥糸切り
板状圧痕

ヨヨナデ
橙色

橙色

密

◎
下層

皿

口径 (9.8)

器高 101

底径 (60)

底部は平底①体部は内湾ぎみ

に立ちあがる。日縁端部は丸
ナデ

⑥ 回転糸切り
ナ デ

灰白色

灰白色

長・石 (1～ 2)

◎
下層

皿
底径 (6.0)

残高 13
底部は平底。内底面には同心

円状の凹みが数条巡る。

ナデ

⑥回転糸切り
ナ デ

浅黄橙色

浅黄橙色

長・石 (2)

◎
下層

皿
底径 54
残高 17

底部は平底。体部は直線的に

立ち上がる。
⑥回転糸切り
板状圧痕

ナ デ
浅黄橙色

橙色

長・石 (1～ 2)

◎
下層

甕
口径 (355)

残高 8.2

顎部から口縁部にかけてゆるやか

に内傾する。口縁端部は外反し、

上下にやや拡張する。亀山焼。

Θヨコナデ

8紗銹こ
マ メツ

灰褐色

橙色

長・石(05～ 2)

◎
下層

奏 残高 23
亀山焼の大甕の回縁都。

回縁都はゆるやかに立ち上が

る。

マメソ マ メツ
青黒色

青黒色

長・石

◎
下層

盗 残高 2.0 亀山焼の奏の胴部小片。 格子ロタタキ ハ ケ
褐色

褐色

密

◎
下層

こね鉢
回径 (256)

残高 5.0

口縁端部は肥厚し、上部が内

向きに立ち上がる。体部の器

壁は薄い。東播系須恵器。

ヨコナデ ヨコナデ
灰色

灰色

長 (05～ 1)

灰色の石(6)も含む

◎

下層

不 明 残高 26
青磁の小片。

器種は不明。
)色矛由 施釉

オリーブ色

オリーブ色

密

◎
下層

甕
回径 (418)

残高 43

備前焼の大甕の口縁部分。内傾し

ている。口縁は引き伸ばし折り曲

げて玉縁口縁状|こ仕上げている。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい赤褐色

灰赤色

長・石 (1～ 3)

長 (7)

◎

下層

悟鉢
底径 (138)

残高 47

備前焼の信鉢の胴部片。

内面に一単位7～ 8条の櫛描き

の平行条線を放射状に施す。

ナ デ ナ デ
橙色

橙色

石・長・赤色

粒 (15～ 4)

○

下層

SD4 出土遺物観察表 土製品

北久米町屋敷遺跡 2次調査地

(2)

表19 SD4 出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 豆

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(9)

不明品 完 形 緑色片岩 4,7 1053 自然石
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表20 SKl 出土遺物観察表 土製品

表21 SDl 出土遺物観察表 土製品

表22 SD2 出土遺物観察表 土製品

表23 SD3 出土遺物観察表 土製品

表24 SD7 出土遺物観察表 土製品

表25 SD7 出土遺物観察表 ガラス製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調

i織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

甕
口径 (440)

残高50

頸部から口縁部にかけての外

反は弱く、垂直に近い。口縁

端部はやや拡張し、上端はつ

まみあげ気味。亀山焼。

ハ ケ ヨコハケ
黒褐色

浅黄橙色

石・長 (1～ 2)

△

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調絵吾|

土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

福鉢 残高1.4

内面に櫛描きの平行条線 (単

位不明)を放射状に施す。備
前焼。

ヨコナデ ナデ
ぶい赤褐色

ぶい赤褐色

石・長 (1)

◎
上層

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調絵目|

土
成
胎
焼

備考 図版
タト  面 内 面

悟 鉢 残高 23
内面に櫛描きはみあたらな
い。備前焼。

ヨコナデ ヨコナデ
こぶい赤褐t

灰赤色

石

◎

皿 残高 05 底部平底。土師器。 ⑥回転糸切り ⑥ナデ
灰白色

灰白色

密

◎

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調絵目|

生
成
胎
焼

備考 図版
タト  面 内 面

脚

'厚

さ28 土師質。土釜または土鍋の脚。 ナ デ にぶい橙色
石・長 (1～ 2)

◎

番号 器種 法量(cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調

1発目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

土釜 残高145

三足付き羽釜の口縁部。

口縁端部に断面三角形の籠が

巡る。土師質。

ナ デ ナ デ にぶい橙色
石・長(05～ 15)

◎

郭 残高 1.5
底部は平底。体部は直線的に

立ちあがる。
マメツ マ メツ

橙色

橙色

長(05以下)

◎

番号 器 種 残 存 材 質 色
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) ,享 さ(cm) 重さ(9)

小 玉 ほぼ完形 ガラス 青 (透明) 0019

表26 SD9 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 。 施 支
調 整 色調絵目|

生
成
胎
焼

備考 図版
タト 面 内 面

不 明 残高32
内面・外面の一部に黒褐色の

施釉。
ナ デ ナ デ

こぶい黄褐t

◎

長 (1)
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表27 包含層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1食吾|
土
成
胎

焼
備考 図版

タト 面 内  面

土釜 残高

回縁端部の直下に断面「コ」

字形の籠が巡る。口縁端部も

籠も器壁が厚い。

ナ デ ナ デ
にぶい橙色

にぶい橙色

石・長 (1～ 3)

◎
Ⅳ―②

甕 厚さ28 亀山焼の甕の胴部片。 格子ロタタキ ハ ケ
灰褐色

明掲灰色

長・石 (1.5)

◎
Ⅳ―②

橋鉢 残高 2.9

備前焼の指鉢。

内面に櫛描きの平行条線 (単

位不明)を放射状に施す。
ヨヨナデ ナ デ

黄灰色

灰色

長・石 (1)

◎
Ⅳ―②

34 碗
口径 (12.5)

チ見浮三5.05

外面に暗緑色の染付を施す。

文様は草花文。
染付

灰オリープ色

灰オリーブ色

密

◎
Ⅳ一②

碗
口径 (92)

残高 2.6

外面に暗緑色の染付を施す。

文様は草花文。
染付

灰自色

灰白色

密

◎
Ⅳ―②

不明 残高 1.9
白磁。外面に暗赤色の染付を

施す。
染付

灰オリーブ色

灰オリーブ色

密

◎
Ⅳ一②

北久米町屋敷遺跡 2次調査地

表28 地点不明遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調

i織冨|
土
成
胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

郭身 残高 2.3
たちあがりは内傾する。受部

は水平。
ナ デ ナ デ

色

色

灰

灰

長・石 (1)

◎

土釜 残高 1,9

胴部は内湾する。籠は口縁端

部直下に垂下して巡つてい

る。土師質。

ヨコナデ ヨヨナデ
にぶい橙色

にぶい橙色

長・石(05～ 15)

◎
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第 4章

2次 調 査 地
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第 4章 久米才歩行遺跡 2次調査地

1.調査の経過

(1)調査に至る経緯 (第31図 )
1995(平成7)年、武智勝義氏より松山市南久米町476-1・ 2、 475-3番地における埋蔵文化財の確

認調査願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。当該地は、松山市が

指定する埋蔵文化財包蔵地の FNO.126高畑遺物包含地』内にあたり、周知の遺跡として知られてい

る。同包蔵地内では、これまでに多数の調査が行われ、弥生時代～中世の遺構・遺物を検出し、同時

代の集落関連遺跡が確認されている。

文化教育課では、確認願いが申請された地点について遺跡の有無、さらには、その範囲と性格を確

認するために、平成7年に試掘調査を実施した。この結果、申請地内に遺物及び遺構が検出され、弥

生時代～中世の集落遺跡があることを確認した。これを受け、文化教育課、財団法人松山市生涯学習

振興財団埋蔵文化財センターと申請者は発掘調査についての協議を行った。発掘調査は弥生時代の集

落構造解明を主目的とし、1996(平成8)年 11月 ～1997(平成9)年1月 の間に野外調査を実施した。

(2)調査の経緯

調査地は、来住台地の北端を流れる堀越川の北側に位置し、標高は34mを測る。調査は、試掘調査

の結果をもとに地表下30～ 40cmま で重機により表土の剥ぎ取りを行った。調査地は、調査以前は既存

宅地であったため近現代坑 (攪乱)が多く、遣構検出には困難を極めた。調査はまず近現代坑を掘り、

つづいて時期の新しい遺構より順次調査を進めた。

(3)調査組織

調 査 地  松山市南久米町476-1・ 2、 475-3番地

遺 跡 名  久米才歩行遺跡2次調査地

調査期間  1996(平成8)年■月12日 ～1997(平成9)年1月 31日

調査面積  361.91ぽ

調査協力 :武智勝義

調査担当 :西尾幸則 (文化教育係長)

高尾和長 ((財 )松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター調査員)

梅木謙― (同上 )

2. 層 て立 (第32～35図 )

基本層位は第 I層造成土、第Ⅱ層耕作土、第Ⅲ層床土、第Ⅳ層仄褐色上、第V層黒褐色土、第Ⅵ層

黒掲色土 (黄色土混入)、 第Ⅶ層黄色土 (地山)である。遺構は第Ⅶ層上面で検出した。

第 1層 :調査区全域でみられ、層厚10～20cmを 測る。

第 H層 :調査区全域でみられ、層厚5～ 10cmを測る。

第Ⅲ層 :調査区東側と西側の一部にみられ、層厚5～ 10cmを測る。

第Ⅳ層 :調査区北西部にみられ、層厚5～ 8cmを測る。
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久米才歩行遺跡 2次調査地

第V層 :調査区東側にみられ、層厚10～20cmを 測る。粘性の強い土壊である。本層中からは弥生土

器・土師器・須恵器と石器・ガラス玉が出土した。

第Ⅵ層 :調査区南東隅にみられ、層厚10cmを測る。

第ⅥI層 :黄色上で地山である。遺構は上面で検出した。

第31図 調査地位置図
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遺 構 と 遺 物

3.遺構と遺物

〔1〕 弥生時代 (第36図 )
弥生時代の遺構は、竪穴式住居llLl棟、土坑3基を検出した。

(1)竪鬼式住居址 (SB)
S B2(第 37図、図版13)

調査区南西隅A3・ 4区 に位置する。住居址東側は近現代坑に切られ、南側は S P54・ 55に切られてい

る。住居址西側は調査区外に続く。平面形態は遺存状況から円形を呈するものと考えられ、規模は南

北検出長5,84m、 東西検出長2.12m、 壁高は8cmを測る。埋土は黒褐色上の単層である。

床面にて柱穴1基 (SP①)と 周壁溝2条を検出した。SP①は円形を呈し、径30～ 40cm、 深さ20cm

を測る。柱穴埋土は住居址埋土と同様の黒褐色上である。周壁溝①は幅8～ 25cm、 深さ9cmを測り、住

居址北側の一部を除き、ほぼ全周する。周壁溝②は住居址南東部に一部途切れた箇所があり、規模は

幅8～ 18cm、 深さ3.3cmを 測る。周壁溝①に比べ、規模がひと回り小さくなっている。周壁溝①と②の

間隔は50cmを測る。周壁溝埋土は両者共に、住居址埋土と同様の黒褐色上である。主柱穴は確定しえ

なかったものの、2条の周壁溝から判断すると、 S B2は2棟の住居l■の重複、もしくは改築が施され

た可能性がある。

遺物は埋土中より、弥生土器片が数点出土した。

出土遺物 (第37図 )

甕形土器 (1・ 2) 1・ 21ま折り曲げ口縁の奏形土器。1は胴部に2条 1組の工具による沈線文11条 と刺

突文1列、口縁端面に刻目を施す。2は無文である。

鉢形土器 (3)3は縄文時代晩期の深鉢片。口縁部内面に段をもつ。

時期 :出上した遺物が僅少で、明確な時期特定はしかねるが、遺物の特徴よりS B2は、弥生時代

前期末～中期初頭の住居址とする。

(2)土坑 (SK)
S K2(第 38図、図版16)

調査区南東部、 D3・ 4区 に位置する。遺構南東部はS K3(中世以前)に切られ、遺構北東部と南西

部はそれぞれS P142・ S P 143に 切られている。平面形態は隅丸長方形を呈し、規模は長さ2.54m、

幅1.80m、 深さ24cmを 測る。断面形態は皿状で、埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は埋土中より、

弥生土器片と石庖丁、磨石が出土した。

出土遺物 (第39図、図版18)

甕形土器 (4～7)4は 折り曲げ口縁で、口縁端面に刻目を施す。51ま胴部片。3条の沈線文と幅広

のハケ状工具による1条の刺突文が残る。6・ 7は底部片。6はわずかに上げ底、7は平底となる。

壼形土器 (8～ 14)8～ 10は口縁部片。8は外反する口縁部で、粘土接合痕が顕著である。9の 回縁

端部はナデによりわずかに下方に拡張される。10は口縁端面に刺突文、内面に刻目をもつ凸帯を貼り

付ける。11は 口縁部～肩部にかけての小片。肩部に2条の沈線文と山形文 (2条 1組)を施す。12は頸

部片。ヘラ状工具による3条の沈線文を施す。13は胴部片で、斜格子目文と山形充填文を施す。14は

平底の底部片。

ミニチュア土器 (15) くびれの上げ底。口縁端部は「コ」字状である。指頭痕が顕著である。
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遺 構 と 遺 物

石 器 (16～ 18) 16は緑色片岩製の石庖丁。約2/3の残存である。穿孔は2箇所に両面から施され
貫通している。刃部の研ぎ出しは両面から行われている。17は結晶片岩製の石庖丁の未製品。側面に

加工痕を残す。18は磨石。両面に使用痕を残す。結晶片岩製

時期 :出土した遺物は弥生時代前期末～中期初頭の特徴を示している。よって S K2は、弥生時代

前期末～中期初頭の遣構とする。

S K6(第 40図 )

調査区南西部、B4区 に位置し、 S P64に 切られる。平面形態は隅丸長方形で、規模は長さ1.22m、

幅0。 98m、 深さ6cmを 測る。断面形態は皿状で、埋土は黒褐色上の単一層である。基底面は土坑中央

部がややくぼむ。遺物は基底面及び埋土中より、弥生土器片が少量出上した。

出土遺物 (第40図、図版18)

壼形土器 (19。 20) 19は平底の底部より内湾しながら立ち上がり、胴上位で最大径を測る。口縁

部は短く直立し、口縁端部は丸い。201ま頸部片。断面三角形の凸帯を4条貼 り付ける。

時期 :出土した遺物は弥生時代中期中葉の特徴を示している。よって S K6イま弥生時代中期中葉の

遺構とする。

H34000m

①黒掲色土

(S=1:40)

第38図 SK2測量図

-63-



久米才歩行遺跡 2次調査地

記ヽ
町
１

‐‐山 の 5

ヽ
0                10               20cm

(S=1:4)

018

1 0cm

(S=1:3)

く

〈
琶塚曇蜜

ユ13

SK2出土遺物実測図

-64-



遺 構 と遺 物

S K5(第 40図 )

調査区南東部、D～ E5区に位置し、S P161に切られる。平面形態は不整長方形を呈し、規模は長

軸1.58m、 短軸0,90m、 深さ18cmを 測る。断面形態は舟底状で、埋土は黒褐色土の単一層である。基

底面は北から南に向けて傾斜をなし、比高差10cmを測る。遺物は埋土中より弥生土器片が少量出上し

たが、図化しうるものはない。

時期 :出上した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。上坑埋上がS K6に酷似することから、

S K5は弥生時代中期中葉の遺構と考えておく。
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〔2〕 古墳時代

古墳時代の遺構は、竪穴式住居址1棟、溝1条、土坑4基である。

(1)竪穴式住居址 (SB)
S Bl(第 41図 )

調査区中央部、B2～ C3区 に位置する。住居址南壁はS K9(古墳後期前半)を切 り、東壁は S K8

(古墳後期後半)に切られる。また、 S D2(8世紀)及び、試掘 トレンチと近現代坑に切られている。

平面形態は方形を呈 し、規模は長軸6.04m、 短軸5。42m、 壁高14cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層

である。住居址床面にてピット■基と周壁溝を検出した。主柱穴はSP① o②・③・④の4本で、平

面形態は円形を呈し、規模は径29～ 56cm、 深さ22～ 55cmを測る。埋土は黒褐色上の単一層である。周

近 現 代 坑

試堀 トレンチ

H34000m

0         1         2m

(S=1 :50)

第41図  SB刊 測量図
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遺 構 と 遺 物

壁溝は住居址東壁で検出した。規模は幅6～ 24cm、 深さ9cmである。このほか、住居址床面にて大小7

基 (SP⑤～①)の ピットを検出したが、本住居址に伴うかは不明である。
遺物は埋土中より、弥生土器、須恵器、石製品のほか、臼玉が1点出土した。

出土遺物 (第42図、図版18)

高 杯 (21)21は須恵器の有蓋高杯の脚部片。内湾して接地し、脚端部は尖り気味に丸い。
石 器 (22・ 23)221ま砂岩製の砥石。両面に浅い溝状の使用痕が認められる。23は緑色片岩の予J
片。長さ11,2cm、 幅2.8cmを 測る。

装身具 (24) 碧玉製の臼玉である。色調は緑灰色を呈し、重さは0。2gである。

時期 :出土した須恵器の特徴とS K8(古墳後期後半)に切られることから、 S Blの廃葉 。埋没時

期は、古墳時代後期、6世紀前半とする。

昼
　５

①

∴

0      1     2cm

―

(S=1:1)
1 0cm

(S=1:3)

第42図  SB司 出土遺物実測図

(2)清 (SD)
S D6(第 43図 )

調査区南側、C4区 に位置し、 S D2(8世紀)に切られる。規模は検出長2.5m、 幅0.6m、 深さ7cm

を測る。断面形態は皿状で、溝底は北から南に傾斜している (比高差5cm)。 埋土は黒褐色土の単一層

である。遺物は埋土中より、弥生土器片と須恵器片が数点出土した。

出土遺物 (第43図 )

壷形土器 (25)25は 弥生土器の壷形土器の底部片で、平底となる。

杯 身 (26) 26は須恵器杯身である。たちあがりは低 く内傾し、端部は尖り気味に丸い。受部は
短く水平に延びる。

高 杯 (27)27は 須恵器高杯の脚部片。脚端部は九く、内面にナデによる凹線が巡る。
時期 :出土した遺物の特徴とS D2に 切られることから、 S D6は古墳時代後期、6世紀後半の遺構

とする。
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H. 34000m

①黒褐色土

当遣 27

第43図 SD6測量図 。出土遺物実測図

(3)土坑 (SK)
S K9(第 44図 )

調査区中央部やや南寄り、C3区 に位置し、SB(古 墳後期前半)と S D2(8世紀)及び S P28に

切られる。平面形態は長方形を呈するものと考えられ、規模は推定検出長2.37m、 推定検出幅1.36m、

深さ36cmを 測る。断面形態は逆台形状で、埋土は黒褐色上の単一層である。基底面はほぼ平坦である。

遺物は埋土中より、弥生土器片と須恵器片が少量出土した。

出土遺物 (第44図 )

杯 蓋 (28。 29)28。 29は須恵器杯蓋である。28の天丼部は凹み、口縁部はわずかに内湾し接地す

る。口縁端部は内傾する。29は九味のある天丼部から内湾しながら口縁部に続く。口縁端部は内傾す

る。

時期 :出土した須恵器は6世紀前半の特徴を示している。よって、 S K9は 6世紀前半の遺構とする。

S K8(第 45図 )

調査区中央部、C2～ D3区 に位置する。 S Blを 切 り、 S P94と 近現代坑に切られる。平面形態は

隅丸長方形を呈し、規模は長さ3.22m、 幅1.94m、 深さ4cmを測る。断面形態は皿状で、埋土は黒褐色

土の単一層である。基底面は北側から南側に向けて緩傾斜をなす (比高差3cm)。 基底面にてピット3

基 (SP①～③)と溝1条 (SD①)を検出した。SP①は円形を呈し、径40cm、 深さ20cmを測る。

埋土は住居址埋土と同じ黒褐色土である。SP②とSP③は楕円形を呈し、径20～ 40cm、 深さ10cmを

測る。埋土はSP①と同様の黒褐色上である。SD①は幅6～ 12cm、 長さ90cm、 深さ6cmを測る。埋土

は住居址埋土と同様の黒褐色土である。これら3基のピットと溝は、いずれも埋土が黒褐色上であり、

S K8に伴うものと考えられるが、性格は不明である。

遺物は埋土中にて、弥生土器片と須恵器片のほか、砥石が1点出土した。

5         10Cm

(S=1:3)
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H.34000m

①黒褐色土

1

(S=司 :40)

第44図  SK9測量図 。出土遺物実測図

出土遺物 (第45図 )

不 蓋 (30) 30は須恵器郭蓋。緩やかに丸い天丼部と、直線的にわずかに開く口縁部をもつ。口
縁端部は内傾する凹面をもつ。

石 器 (31)31は結晶片岩製の砥石。片面の中央部だけに使用痕が有る。
時期 :出上した須恵器の杯蓋は、6世紀中葉の特徴を示 している。よって S K81ま 6世紀中葉の遺構

とする。

S K12(第 46図 )

調査区北西隅、Al～ 3区 に位置する。 S K7(7世紀以降)、 近現代坑と5基のピットに切られ、西側
は調査区外に続 く。平面形態は隅丸方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長1.66m、 南北検

出長 1.54m、 深さ5cmを 測る。断面形態は皿状で、埋土は黒褐色上の単一層である。基底面は東から

西へわずかに傾斜する (比高差4cm)。 遺物は埋土中より、弥生土器片と須恵器片が数点出土した。

(S=1:3)
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出土遺物 (1第46図 )

高 杯 (32)321ま有蓋高杯のつまみ部。中央部が突出する。
時期 :出土した遺物が僅少で明確な時期判断はしかねるが、須恵器の特徴より、S K12は 古墳時代

後期の遺構とする。

S K10(第 47図 )

調査区中央部南寄り、B2～ C4区に位置し、 S D2(8世紀)と S P68に切られる。平面形態は長楕

円形を呈し、規模は長径2.60m、 短径0,74m、 深さ4cmを測る。断面形態は皿状で、埋土は黒褐色上の

単一層である。遺物は埋土中より、弥生土器片と須恵器片が少量出上したが、図化しうるものはない。

時期 :出土した遺物から、S K10は 概ね古墳時代の遺構とする。

H.34000m

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
．寺
∞

．エ

o            1           2m

(S=ヽ :40)

m

(S=1:3)

測量図 。出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

l_F¬_T_「雪と_____一生fm
(S=1:3)

W   E

I

昨
碓
ｒ
洋

(S=司 :40)

第46図 SK12測量図・出土遣物実測図

|「

|:↑

S   N

第47図  SK10測 量図

H.34000m

(S=1:40)
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久米才歩行遺跡 2次調査地

〔3〕 古 代
古代の遺構は溝2条 と土坑1基である。

(1)溝 (SD)
S D4(第 48図、図版18)

調査区中央部、A2～ E2区 に位置する。 SBl(古墳後期)を切 り、 S K7(7世紀以降)、 S D2(8

世紀)と 近現代坑に切られる。規模は検出長14.Om、 幅1.Om、 深さ15cmを 測る。断面形態は皿状で、

埋土は黒褐色上の単一層である。溝底は東から西に傾斜 している (比高差10cm)。 遺物は埋土中より

上師器片、須恵器片のほか、管玉が1点出土 した。

出土遺物

杯 身 (33～ 35)33～ 35は須恵器杯身である。33は受部は水平に延び、たちあがり端部は尖 り気

味に九い。34は短い受部と直立気味なたちあが りをもつ。35は受部は短く水平に延び、端部は尖る。

高 杯 (36・ 37)36はスカシをもつ脚部片である。37は柱部は「ハ」の字状に開き、脚裾部は垂

下 し、端部は九い。

装身具 (38)碧玉製の管玉である。長さ1.8cm、 重さ0.58を測る。

時期 :出土した遺物には多少の時期幅が認められる。しかしながら、 SBlを 切り、 S D2に切られ

ることから、 S D4は 7世紀前半の遺構とする。

B    B' H.34000m C   C' H.34000m

①黒褐色土

3

」

ノ

イ

３

ヽゝヽ
ガ
ゲ
３５

◎

―

岡

――――

皿

:Ч

屯 37

0           5         10Cm

(S=1:3)

測量図・出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

S D2(第49図 )

調査区中央部から北東部、C2～ E3区に位置し、途中「 L」 字状に折れ曲がる。 S Bl、 S K9、 S

K10及び、 S D4・ 6を切 り、近現代坑に切られる。規模は検出長14.6m、 幅1.Om、 深さ4cmを 測る。断

面形態は皿状で、溝底は東から南に傾斜 している (比高差5cm)。 埋土は暗灰色土の単一層である。遺

物は埋土中より、弥生土器片と須恵器片が少量出土した。

出土遺物

39は須恵器宝珠様つまみ、40は杯身片。たちあがりは低 く内傾し、端部は尖る。41は高台の付 く郭。

高台は底体部境界付近よりやや内側に付 く。

時期 :出土した遺物の特徴より、 S D2は古代、8世紀代の溝とする。

H. 34000m H.34000m

①晴灰色土

(S=1:30)

___」 ,==IIIIiBIfi

。
＼
   判

第49図 SD2測 量図 。出土遺物実測図

(2)土坑 (SK)
S K7(第 50図 )

調査区北西部、A2区に位置する。 S D4を切 り、近現代坑とS P71に切られ、西側は調査区外に続

く。平面形態は、遺存状況から隅丸方形と考えられる。規模は東西検出長1.96m、 南北検出長1,76m、

深さ3cmを測る。断面形態は皿状で、埋土は黒褐色上の単一層である。遺物は埋土中より、弥生土器

片と須恵器片が少量出上した。

出土遺物

42は須恵器郭蓋。天丼部は九味をもつ。天丼部と口縁部とを分ける稜は不明瞭である。口縁端部は

丸い。43は杯身。受部は短く水平に延び、たちあがりは内傾する。端部は尖 り気味である。

時期 :出土した遺物の特徴とS D4を切ることから、 S K7は 7世紀前半以降の遺構とする。

-73-



久氷才歩行遺跡 2次調査地

と::::::::::::i====!:!!!!!」‖Ⅲ 42

3

5

(S=1:3)

0            1            2m

(S=1:40)

第50図 SK7測量図・出土遺物実測図

〔4〕 中 世
中世の遺構は掘立柱建物址ユ棟、溝1条、土抗3基である。

(1)掘立柱建物址 (掘立 )
掘立1(第 51図 )

調査区】ヒ西部、Al～ B2区に位置する。2× 2間の建物址で、規模は桁行長3.3om、 梁行長3.20mを

測る。建物主軸はほぼ真北にとる。柱穴の平面形態は円形を呈し、規模は径16～ 38cm、 深さ■～43cm

を測る。埋土は暗灰色土と明灰色土の混合上である。

遺物は柱穴内より土師器片が少量出土したが、図化しうるものはない。

時期 :出土した遺物は僅少で、明確な時期判断はしかねる。これまでの来住地区の調査では、灰色

土を埋土にもつ掘立柱建物址は、中世に時期比定されるものが多い。よって、本調査検出の建物址の

時期も中世と考えておく。

H.34.000m
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遺 構 と 遺 物

tu000フ 8・ H /h    ]

SP16

③

H. 34000m

(S=1:80)

第51図  掘立1測量図

(2)溝 (SD)
S D7(第 52図 )

調査区東部、D～ E3区 に位置し、近現代坑に切られる。規模は検出長4.2m、 幅0。9m、 深さ8cmを

測る。断面形態はレンズ状で、溝底は東から西に傾斜している (比高差5cm)。 埋土は暗灰色土の単一

層である。遺物は埋土中より弥生土器片と石が出上したが、図化しうるものはない。

時期 :出土した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。埋土が掘立1と類似することから、S

D7は中世の溝と考えておく。

(3)土坑 (SK)
S K4(第 53図 )

調査区南東部、D4に位置する。 S K3を切 り、 S P77に 切られる。平面形態は楕円形を呈し、規模

は長径2.84m、 短径 1.38m、 深さ27cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は暗灰色土を基調

とし、基底面付近に一部、黒褐色上が混入する。遺物は埋土中より弥生土器片と須恵器片、土師器片

が少量出土した。
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久米オ歩行遺跡 2次調査地

出土遺物 (第 53図 )

44・ 45は土師器杯である。441ま口縁部は外傾し、口縁端部は尖り気味に丸い。45は平底の底部から

外傾し、口縁端部は尖り気味に丸い。底部の切り離しは回転糸切り技法による。

時期 :出上した遺物の特徴より、 S K4は 14世紀代の遺構とする。

H,34000m H.34000m

①暗灰色土

第52図 SK7測量図

〓
・
∞
■
ｏ
ｏ
ｏ
∃

①

②

③

④

暗灰色土

暗灰色土 (黒色土ブロック混入)

黒掲色土

暗灰色土 (砂含む)

H, 34.000m

0                 10               20cm

(S=1:4)

4

測量図・出土遺物実測図

(S=1 :30)

(S=1 :40)

第53図 SK4
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遺 構 と遺 物

S K3(第 54図 )

調査区南東部、D4区 に位置する。 S K4(14世紀)と S P77・ 92と に切られ、 S K2(弥生前期)を

切り、遺構南側は調査区外に続く。平面形態は隅九長方形を呈するものとみられ、規模は南北検出長

3.4m、 東西長2.lm、 深さ8cmを測る。断面形態は皿状で、埋土は暗灰色土の単一層である。遺物は埋

土中より弥生土器片と須恵器片、土師器片が少量出上したが、図化しうるものはない。

時期 :埋上がS K4と類似することと切り合いから、S K31ま 14世紀以前の遺構とする。

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
寸
め

，Ｉ

Ｚ
　
　
　
∽

H. 34000m

(S=1:40)

第54図 SK3測量図

暗灰色土

暗灰色土 (黒色土ブロック混入)

黒掲色土

暗灰色土

①

②

③

④

ISK4
-SK3

-77-



久米才歩行遺跡 2次調査地

S Kll(第 55図、図版15)

調査区北東部、Dl区 に位置し、S Dl(近世)に切られる。平面形態は円形を呈し、規模は径60cm、

深さ18cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は暗灰色上の単一層である。遺物は亀山焼の甕の

胴下半部が据えられた状態で出土した。掘り方は土器の3cm外側に掘られている。

出土遺物 (第56図 )

46は亀山焼の甕である。口縁部は外反し、口縁端部は上下方に拡張する。底部は緩やかな九味をも

つ。口縁部外面は縦方向の刷毛日、内面は横方向の刷毛目調整を施す。胴部外面は格子ロタタキ、内

面には刷毛目調整を施す。

時期 :出土した遺物は15世紀後半の特徴を示している。よって、S Kllは 15世紀後半の遺構とする。

W   E H. 33500m

①暗灰色土

(S=1:10)

第55図 SKll測量図
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∞
∞
　
．〓
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遺 構 と 遺 物

第56図 SKll出土遺物実測図

〔5〕 近 世
近世の遺構は溝1条 と土坑1基である。

(1)溝 (SD)
S Dl(第 57図 )

調査区北部、A～ El区に位置し、S Kll(中世)を切る。規模は検出長15,Om、 幅0.8m、 深さ5cm

を測る。断面形態は皿状で、溝底は東から西に傾斜している (比高差6cm)。 埋土は暗灰褐色上の単一

層である。遺物は埋土中より弥生土器片と陶磁器片が少量出土した。

出土遺物

47は肥前焼の碗である。「コ」字状の高台部の端部は水平に接地する。

時期 :出上した遺物の特徴より、 S Dllよ 近世、江戸時代の溝とする。

中ラ
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久米才歩行遺跡 2次調査地

H. 34000m I   ド H. 34000m

①暗灰褐色土

＼

と 上 立

(S=1:3)

第57図 SDl測 量図・出土遺物実測図

(2)土坑
S Kl(第 58図、図版14)

調査区北東部、Dl区に位置する。平面形態は円形を呈し、規模は径75cm、 深さ47cmを測る。断面

形態は逆台形状で、掘り方は土器の5cm外側に掘られている。埋土は灰色土の単層である。遺物は大

甕の胴下半部が出土した。甕の底部は穴があけられ、底部下には5～ 15cmほ どの河原石を敷いており、

水琴窟と考えられる。

出土遺物 (第59図、図版19)

48は備前系の大甕。口縁部は直立し外傾する。胴中位で最大径を測る。49は緑色片岩製の石庖丁の

素材と考えられる。長さ6.8cm、 幅2,95cm、 重さ0.64kgを 測る。

時期 :出土した備前系の大甕から、 S Kllま 近世、江戸時代の遺構とする。

〔6〕 その他
本調査では、ピットや包含層中より弥生時代から近世までの遣物が出土した。ここでは、これらの

遺物のうち、21点の実測図を掲載している。

(1)ピット出土遺物 (第60図 )
50は S P29出 上の龍泉窯系青磁碗の口縁部片である。口縁端部はわずかに外反する。外面に錦連弁

文を施す。13世紀。

51は S P75出 土の器種不明品である。内傾する口縁端都は「コ」字状を呈する。

52は S P130出土の郭蓋のつまみ部である。中央部が凹む。

53は S P143出上の杯である。外面に鶴と松が描かれる。

54は S P197出 上の奏形土器である。口縁部は「く」字状に折 り曲げ、口縁端部はナデにより上方

にわずかに拡張される。弥生中期後葉。

(S=1:30)
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遺 構 と 遺 物

(2)第 V層出土遺物 (第 61・ 62図、図版20
奏形土器 (55～ 62) 55は 口径42.4cmを測る大型品である。口縁部は折 り曲げにより成形され、口

縁端面に刻目を施す。56～ 59は貼 り付けにより口縁部を成形するもので、胴部には、57は2条 1組の工

具による沈線文を施す。60は折 り曲げ口縁で、沈線文と刺突文2列 を施す。61は胴部片。刺突文と沈

線文が組み合う。62は平底の底部片。

壼形土器 (63)63は 口縁部内面に凸帯をもち、

鉢形土器 (64)64は 貼り付け口縁の鉢形土器。

H.33700m

0                                  50cm

(S=1:10)

頸部外面に沈線文を施す。

口径42cmを 測る大型品である。

第58図 SKl測量図



久米才歩行遺跡 2次調査地

第59図 SKl出土遺物実測図

0  49
0          5         1 0cm

(S=1:3)

・HE‐‐
52

o                10               20cm

(S=1:4)
S P29:50   SP143:53
S P75:51   SP197:54
SP130:52

第60図  ピット出土遺物実測図

0           5          1 0cm

(S=1:3)
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遺 構 と遺 物

須恵器 (65・ 66) 65は高杯の脚部片。66は醒で、胴中位に幅広刺突烈点文を施す。

石 器 (67・ 68) 67は サヌカイト製のスクレイパーである。68は柱状片刃石斧。紐を掛ける為の
狭 りをもつ。蛇紋岩製。

装身具 (69,70)69は完形のガラス小玉である。色調は緑色を呈する。70は滑石製の小玉である。

色調は灰色を呈する。

(S=114)

第61図 第V層 出土遺物実測図 (1)
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o                 lo               20cm

(Stl:4)

⑥
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心

0                     3cm

(S=1,1)

0           5          1 0cm

(S=1:3)

第62図 第V層 出土遺物実測図

-84-



結/1ヽ

4.小 結
本調査では、弥生時代から近世までの遺構と遺物を検出した。

(1)弥生時代 :遺構は竪穴式住居l■ 1棟 と土坑3基がある。

竪穴式住居址 S B2は 遺存状況が悪 く、出土資料も少量であり、時期比定に絶対性を欠く。ただし、

S B2の上面及び近現代坑内からは、弥生時代前期末～中期初頭の上器しか出土していないため、 S

B2は弥生時代前期末～中期初頭の住居址と考えておく。土坑は3基 を検出した。特にS K2か らは奏

形土器、壼形土器、ミニチュア土器、石庖丁が出土 している。出土遺物の特徴から、 S B2と 同様、

弥生時代前期末～中期初頭の遺構とする。来住台地では、同時期の土坑からの遺物の出土は少なく、

S K2出土資料は土坑の性格を考える上で良好な資料と言えよう。

(2)古墳時代 :遺構は竪穴式住居址1棟、溝1条、土坑4基がある。

竪穴式住居址 S Blは 一辺約6mを 測る方形住居址で、内部施設には主柱穴4基 と周壁溝を検出した。

SBlは 時期比定に絶対性を欠 くが、出土遺物とS K8,9と の切合い関係から、6世紀前半頃の住居址
と考えられる。土坑は4基を検出し、このうちS K8,9か らは時期比定できる遺物が出土している。 S

K8か らは6世紀後半、 S K9か らは6世紀前半の須恵器が出土している。

(3)古 代

溝 S D2は「 L」 字状に折れ曲がるもので、溝内からは8世紀代の遺物が出土している。溝の断面形

態や形状より、区割 りのための溝ではないかと推沢1さ れる。また、土坑 S K7か らは7世紀代の遺物が

出土している。古代に時期比定される住居址は未検出であるが、周辺地域に存在する集落に関連して、

これらの溝と土坑が存在しているものと推測される。

(4)中  世

中世の遺構は掘立柱建物址1棟、溝1条、土坑3基がある。

このうち、土坑 S Kllの掘 り方は土器にそって掘られている。これは、土器を据えるためであり、

水か物を貯蔵する為の埋甕と考えられる。このように、本調査区内では生活に関連する遺構を検出し

たが、同時期の住居址は検出されていない。よって、住居址は周辺にあると考えられる。

(5)近 世
近世の遺構は溝1条と土坑1基がある。

土坑 S Klは甕にそって掘 り方があり、甕底部には穴があけられ、底部下からは河原石が出上した。

よつて、水琴窟と考えられ、松山平野では、伝旧松山藩陣屋跡より1基、若草町遣跡Ⅱより8基の出土

例がある。

以上、調査では弥生時代から中 。近世までの遺構と遺物を検出した。特に S B21ま弥生時代前期末

～中期初頭に時期比定される可能性のある住居址である。この時期の竪穴式住居址は平野内でも検出

例が少なく貴重な資料である。また S Blは6世紀代の竪穴式住居址であった。同時期の住居址は南の

来住台地、北の北久米浄蓮寺遺跡でも検出されており、今回の調査結果は、福音寺から来住一帯にか

けて6世紀代の集落が広 く展開していることを補充する資料となる。

今回の調査によって、堀越川北部流域の遺跡状況が一部明らかになった。今後は、既存調査の成果

をもとに、弥生時代から古墳時代の集落構造について、さらに解明していかねばならないであろう。
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久米才歩行遺跡 2次調査地

遺構・遺物一覧 一凡例―

(1)遺物観察表の各記載について。

法  量  欄  ():復 元推定値

形態・施文IFu 土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、口端→口縁端部、底→底部、胴上→胴上半部。

胎土・焼成4Fg 胎土欄では混和剤を略記 した。

例)長→長石、石→石英、密→精製土。 ( )の中の数値は混和剤粒子の大きさ

を示す。

例)石 。長 (1～ 4)→「1～ 411n大 の石英・長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表32 土坑一覧

表29 竪穴式住居l■一覧
穴
働
竪
俗

時  期 平面形
規 模

長さ×幅×深さ(m)

床面積

(活 )

主柱穴

(本 )

内部施設
周壁溝 備  考

高床 土 坑 炉 カマ ド

l 古墳後期 方形 6.04× 542× 0,14 ○
SD2・ 4、 SK8に切られる。

SK9を 切る。

弥生前期末
～中期初頭

円形 (584)× (2.12)× 008 (970) ○ 重複住居址か。

表30 掘立柱建物l■一覧

掘立 離
働

方向
桁  行 梁   行

方 位
床面積

(耐 )
時期 備  考

実長(m) 柱間寸法(m) 実長 (m) 柱間寸法(m)

1 2× 2 南】ヒ 140・ 1.90 320 150。  1,70 N-4°一E 中世

表31 清一覧
溝

ＳＤ
地  区 平面形

規 模
長さ×幅X深 さ(m)

埋  土 出土遺物 時 期 備  考

l Al～ El 皿 1500× 080× 005 暗灰褐色土 弥生・磁器 近 世 SKllを 切る。

2 C2～ E3 皿 1460× ■00× 0.04 暗灰色土 弥生・須恵 8世紀
SBl、 SK9・ 10、

SD4・ 6を切る。

4 A2～ E2 皿 1400× 100× 015 黒褐色土
土師・須恵

管玉
7世紀

sBlを切 り、SK7に切
られる。

6 C4 皿 2.50× 0.60× 007 黒褐色土 弥生・須恵 6世紀 SD2に 切 られる。

7 D3～ E3 レンズ 420× 090× 008 暗灰色土 弥生・土師・石 不 明

坑
Ю
土
Ｇ

地区 平面形 断面形
規 模 (m)
長さ(長径)X幅 (短径)X深さ

床面積

(請 )
埋  土 出土遺物 時  期 備  考

l Dl 円形 逆台形 075× 075× 047 045 灰色土 陶器・石 江戸時代 水琴窟。

2 D3・ 4 隅丸長方形 皿 2醜×1.80× 0.24 黒褐色土 弥生・石庖丁
弥生前期末
～中期初頭

SK3に切られる。

D4 隅九長方形 皿 (340)× 210× 008 (7.14) 暗灰色土
弥生・土師

須恵
中世以前

SK41こ切られ、

SK2を切る。

D4 楕円形 逆台形 2.84× ■38× 0.27 暗灰色土 弥生 中世 SK3を切る。
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土坑一覧

表34 SK2 出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(2)

土坑

(SK)
地区 平面形 断面形

規 模 (m)
長さ(長径)X幅 (短径)X深さ

床面積

(請 )
埋  土 出土遺物 時  期 備  考

5 D・ E5 不整長方形 舟底 158× 0.90× 018 黒褐色土 弥生 弥生中期以降

6 B4 隅丸長方形 皿 122× 098× 006 黒褐色土 弥生 弥生中期中葉

7 A2 隅丸方形 皿 (196)× (176)× 003 345 黒褐色土 弥生・須恵 7世紀前半以降 SD4を 切る。

8 C2～ D3 隅丸長方形 皿 322× 194× 004 625 黒褐色土
生

石

弥

砥

・須恵
6世紀中葉

sBlを切 る。
塞勤英巨」にピット3
基 と溝 1条あ り。

9 C3 長方形 逆台形 237× 136× 036 黒褐色土 弥生 須恵 6世紀前半
SBl、 SD2に 切
られる。

B2～ C4 長楕円形 皿 260× 074× 004 黒褐色土 弥生 。須恵 61と系己 SD2に切られる。

Dl 円形 逆台形 060× 060× 018 0.28 暗灰色土 亀山焼 15世紀後半 SDlに 切られる。

Al～ 3 隅丸方形 皿 (166)× (154)× 005 257 黒褐色土 弥生・須恵 6世紀 SK7に 切られる。

表33 SB2 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調

1織冨|
胎土

焼成
備考 図版

タト 面 内 面

1 甕
回径修16)

残高 45

折り曲げ口縁。胴部に沈線文
11条 (2条1組)+刺突文。
口縁端部に刻目。

◎ ナデ

⑪ マメツ
ミガキ

暗灰茶色

暗茶色

石・長 (1～ 2)

◎

2 甕
口径 (150)

残高 36
折り曲げ口縁。無文。

◎ナデ

⑪ ミガキ

Θ ナデ

⑪ マメッ

乳茶色

灰色
(部分的乳本色)

石・長 (1)

◎

3 鉢 残高 34
縄文土器。外傾し、わずかに

外反する口縁部。口縁端部は

丸く、内面に段をもつ。

◎ ヨコナデ

④ ミガキ

@)ヨ コナデ

④ ミガキ

暗茶色

暗茶色

石・長 (1)

◎

番号 器種 法量(cm) 形 態 。施 支
調 整 色調

1織目|
胎土

焼成
備考 図版

外 面 内 面

4 甕
回径(1941

残高 46
折 り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。
ヨコナデ
Θヨコナデ

⑪ マ メツ

灰黄色

乳黄茶色

石。長 (1～ 3)

○

5 甕 残高 35
胴部片。3条以上の沈線文と、

幅広のハケ状工具による刺突

文を施す。

マメツ マメツ
暗灰茶色

乳黄茶色

石・長 (1～ 3)

◎

甕
底径 (67)

残高 54
わずかに上げ底。

⑪ハケ
“
～体耐
→ナデ上げ
⑥ナデ

ナデ
乳橙色

乳黄灰色

石・長 (1～ 3)

○

7 甕
底径 (70)

残高 38
平底。

⑪ ミガキ

⑥ ナデ
ナ デ

乳茶色

乳黄灰色

長 (1)

石 (1～ 4)

◎

黒斑

空

口径(272)

残高 56

外反する回縁部。口縁端面は

ナデにより凹む。粘土接合痕
顕者。

鋤 ヨコナデ

◎〇ハケ俗輸|

→ ナデ

① ハケ (7本/cnl)

〇 マメツ

⑪ナデ

黄茶色
(部分的に黒色)

灰茶色

石・長 (1～ 2)

霊

口径 (246)

残高 44
口縁端面はナデにより凹み、
口縁下部に指頭痕顕著。

mヨ ヨナデ
Э ハケ (9本たm)
→ナデ

ナ デ
乳茶色

乳黄茶色

石。長 (1～ 3)

◎
黒斑

蛮

口径(246)

残高 17

外反する口縁部。口縁端に刺
突文を巡らす。口縁部内面に

刻目凸帯。

Q芝♪ヨコナデ

Θ ハケ (5本 /cm)
→ ミガキ

ミガキ
乳灰茶色

乳茶色

石。長 (1～ 2)

◎
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SK2 出土遺物観察表 土製品

表36 SK6 出土遺物観察表 土製品

表38 SBl 出土遺物観察表 石製品

久米才歩行遺跡 2次調査地

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
タト 面 内 面

霊

口径 (104)

残高 47
胴部に沈線文2条十山形文 (2

条1組 )

ヨコナデ

→ミガキ
ヨコナデ

乳白色
(一部黒色)

乳白色

石。長(1～ 3)

○

空 残高 5.1 ヘラ沈線文3条。 ミガキ マ メツ
乳白色

乳黄色

石・長 (1～ 4)

◎
18

一霊 残高 43
胴部片。ヘラ描きの斜格子目

文+山形充填文。
マメツ マ メツ

乳橙茶色

黒灰色

石。長 (1～ 3)

○

霊

底径 (76)

残高 77
平底。

⑪ ミガキ

⑥ナデ
ナデ上げ

乳橙色

乳灰色

石・長 (1～ 4)

金

◎

チュア

回宿駅7.2)

,真宿&3.5

器高 57

くびれの上げ底。口縁部は

「コ」字状。指頭痕顕者。
ナ デ ナ デ

乳茶色

灰責色

石・長 (1～ 3)

◎
黒斑 18

表35 SK2 出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 皇皇

備 考 図版
√きさ(cm) 幅 (cm) )享 さ(cm) 重さ(k9)

石庖丁 約2/3 緑色片岩 065

17 石庖丁 ほぼ完形 結晶片岩 未製品

磨石 完  形 結晶片岩

番号 器種 法量(cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調

1織目|
胎土

焼成
備考 図版

外 面 内 面

望

口径 (12.8)

底径(70)

残高116+82

平底の底部より外傾し内湾しながら

胴上部で最大径を測り顕部に続く。

口縁部は短く直立し端部は九い。

Θ ナデ

⑪ ミガキ

⑪ マメツ

一部 ミガキ

マメツが者しい

乳橙茶色

乳橙茶色

石・長 (1～ 3)

◎
黒斑

笠 残高 5.7
頸部片。断面三角形の凸帯を

4条貼り付ける。
ナデ マメツ

乳灰茶色

灰色

石・長 (1～ 2)

◎

表37 SBl 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 空調

1織唇|
胎土

焼成
備考 図版

外 面 内 面

高杯
底径 (82)

残高 21
内湾して接地する脚部。脚端

部は、尖り気味に丸い。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
f言 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重さ(k9)

砥石 ほぼ完形 砂岩
両面に浅い溝状の使

用痕有り
18

剥片 完  形 緑色片岩 112 18
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表39 SBl 出土遺物観察表 装身具

表41 SK9 出土遺物観察表 土製品

表42 SK8 出土遺物観察表 土製品

表43 SK8 出土遺物観察表 石製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 残存 材質 色
法 璽

備 考 図版
√言さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(a)

臼玉 完形 碧玉 緑灰色 042 0209

表40 SD6 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 。施 支
調 整 色調

i織詈|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

霊

底径 106

残高 95
平底。

⑪ハケ俗A/c紛

⑥ナデ
⑪ ミガキ

⑥ナデ

灰色

乳茶色

石・長 (1～ 4)

○

イ身
口径 (11.1)

残高 28

内傾しわずかに外反する。口

縁部の端部は、尖り気味に丸
い。受部は短く、受部下に1

条の沈線が巡る。

Θ 回転ナデ

④ ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

高邦 残高 26
「ハ」字状の脚部の端部は九

く内面にナデによる凹線が巡
る。

⑪カキメ

⑩ 回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密
　
◎

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

杯蓋
口径(140)

残高 43

天丼部は凹み、口縁部はわず

かに内湾し接地する。口縁端

部は凹む。

⊆翌)回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
⑩ ナデ

⊆正)◎回転ナデ

青灰色
(一部黒灰色)

青灰色

長(1～ 3)

密

◎

不蓋
口径(140

残高 45

丸い天丼部から内湾 しながら

回縁部に続 く。口縁端部は、

凹む。

⑩ 回転ヘラケズリ

⊂正)Θ回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

番号 器種 法量(cm) 形 態 。施 支
調 整 色調

1織唇|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

杯蓋
回径(140)

器高 3.8

緩やかな天丼部と直線的にわ

ずかに開く口縁部。口縁端部
は凹む。

⊆正)回転ヘラ切り
→ナデ

④ 回転ヘラケズリ

Θ 回転ナデ

⑭ 回転ナデ
→ナデ

⑮ Θ 回転ナデ

青灰色

灰色

密

　

◎

番号 器 種 残 存 材 質
法 旦

皇
備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(k9)

砥石 完  形 結晶片岩 ■7
片面の中心部分に使

用痕有り。

表44 SK12 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

i織唇|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

蓋 残高 1.8 つまみ中央部が突出する。 回転ナデ ナ デ
淡灰褐色

青灰色

密

◎
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表45 SD4 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調絵冨|

胎土

焼成
備考 図版

外 面 内 面

杯 身
口径(103)

残高 26

たちあがりは低く内傾し、端

部は尖る。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

杯身 残高 25
たちあが りと受部端部は欠

損。
マ メツ マ メツ

乳灰色

乳灰色

密

△

芥身 残高 20
短く水平に伸びる受部の端部

は尖る。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

長 (3)

密

◎

高杯 残高 30 スカシをもつ脚部片。 回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

高郭
底径 (75)

残高 19

「ハ」字状に開き裾部で折曲

し、直線的に接地する。端部

は丸い。

⑩マメツ

⑮ 回転ナデ
回転ナデ

乳灰色

灰色

密

◎

久米才歩行遺跡 2次調査地

表46 SD4 出土遺物観察表 装身具

番号 器種 残  存 材質 色
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 董さ(q)

管玉 ほぼ完形 碧玉 緑灰色 022 0553

表47 SD2 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

蓋 残高 17 宝珠状つまみ。 回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

不身
口径(101)

残高 21

たちあがりは低 く内傾 した

後、直立する。
回転ナデ 回転ナデ

乳青灰色

乳青灰色

密

◎

杯
底径(78)

残高 14
高台の付く杯。高台は低く直

立する。
回転ナデ 回転ナデ

暗灰色

乳灰色

密

◎

表48 SK7 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調績目|

胎土

焼成
備考 図版

外  面 内  面

杯蓋
回径 (116)

残高 33

天丼部は九く、天丼部と口縁

部を分ける稜は不明瞭であ

る。口縁端部は丸い。

短Φ)回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

杯身
口径 (130)

残高 32
たちあがりは内傾し、端部は

丸い。

Θ回転ナデ

④ マ メツ
回転ナデ

乳灰色

乳灰色

密

○

表49 SK4 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 支
調 整 色調

1織目|
生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

杯

口径(120

底径 (78)

器高 32

外傾して立ち上がり回縁端部

は尖り気味に丸い。

マメツ

⑥ 糸切 り痕
マ メソ

乳灰色

乳褐色

長 (35)

密

○

不

口そ垂132

底径 68
器高 37

平底の底部からタト傾する口縁

部。口縁端部は、尖り気味に

丸い。

マ メツ

⑥糸切り痕
マメツ

白橙色

白橙色

密

◎
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表50 SKll 出土遺物観察表 土製品

表51 SDl 出土遺物観察表 土製品

表52 SKl 出土遺物観察表 土製品

表53 SKl 出土遺物観察表 石製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調絵目|

土
成
胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径G661

残高(568)

直立気味に外反する口縁部。
口縁端部はナデにより凹む。

底部はゆるやかな丸味をも
つ。亀山焼。

③ 回転ナデ

Θ ハケ (6本/cm)

⑩ 格子タタキ

⑭ 回転ナデ

⊆亘)ハケ

“

村0。

③指頭痕

灰色

青灰色

密

◎

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調絵冨|

胎土

焼成
備考 図版

外 面 内 面

碗
底径 (72)

残高 22
「コJ字状の高台部は水平に
接地する。肥前焼。

ヘラケズリ ヘラケズリ
淡黄褐色

淡赤掲色

密

◎

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

養

回径 41.6

)真イ垂339
残高 65,2

口縁部は直立し、外傾する。

胴中位で最大径を測り口縁部
よりも大きい。備前系。

◎ ヨヨナデ

⑪⑥ナデ
Θ ヨコナデ

⑪⑥ナデ
暗紫茶色

暗紫茶色

密

◎

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(k9)

石庖丁 約1/2 緑色片岩 295

表54 ピット 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 。施 支
調 整 色調

1織冨|
胎土

焼成
備考 図版

外  面 内  面

碗 残高 44
口縁端部はわずかに外反す
る。外面に鏑蓮弁文あり。龍

泉窯糸青磁。

施釉 施釉
灰オリーブ

灰オリーブ

密

◎
SP29

不明 残高 3.1
内傾する回縁部の端部は「コ」

字状。
回転 ヨヨナデ 回転ヨヨナデ

暗灰紫色

暗灰紫色

密

◎
SP75

蓋 残高 12 中央部が凹むつまみ部。 回転ヨコナデ ナ デ
灰色

灰色

密

◎
SP130

イ

口径 82
)真宿&3.0

器高 26

外面 に鶴 と松が施 されてい

る。
施釉 ″色牙由

白色
(模様は赤茶色)

白色

密

◎
SP143

甕
口径 (22.Ol

残高 4.9

回縁部は「くJ字状に折り曲
げる。回縁端部はナデにより
上方にわずかに拡張される。

Θ ヨコナデ

⑪ ハケ(10本/m)

◎ ヨコナデ

⑮ マメッ

灰茶色

乳茶色

石。長 (1～ 3)

◎
SP197
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表55 第V層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調横署|

胎土

焼成
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径 424

残高 338
折り曲げ口縁。口縁端部に刻

目。無文。
マ メツ

◎ハケ(5本/帥 )
煙三)ミ ガキ

個五Dマメツ

灰黄色

灰黄色

石。長(1～ 4)

◎

甕
口径●30)

残高 43
貼り付け口縁。胴部に沈線文

11条 (2条 1組 )。
マ メツ マ メツ

乳灰黄色

乳茶色

石。長 (1～ 3)

◎

甕
口径 (304)

残高 47
貼り付け口縁。胴部にヘラ沈

線文 8条。口縁端部に刻目。
マ メツ マ メツ

茶色

茶色

石・長 (1～ 4)

◎

甕
口径(300
残高 107

貼り付け口縁。胴部に沈線文

13条 十刺突文 2列。

Θ マ メツ

廻うハケ(8本 /cm)→
ミガキ

マメツ

白橙色

(一部黒色)

橙色

石。長 (1～ 4)

金

◎

甕
口径(260)

残高 53
貼 り付け回縁。口縁端部に刻

目。
マメツ マメツ

乳茶色

灰白色

石・長 (1～ 5)

◎
黒斑

甕
口径 (228)

残高 65
折り曲げ口縁。胴部に沈線文

9条 (2条 1組)十刺突文。
◎ ヨヨナデ

個)ハケ(7本 /cm)
◎ ミガキ

⑪ マメツ

乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 4)

◎

甕 残高 63
5条 と6条の沈線文 (2条 ユ

組)十刺突文。
マ メソ マメツ

暗灰茶色

乳黄茶色

石・長 (1～ 4)

◎

甕
底径 (66)

残高 60
平底。 マ メツ マメソ

乳茶色

乳灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

霊 残高 8.3
口縁部内面に凸帯を貼り付け

る。頸部にヘラ沈線文15条。
ミガキ

◎ マ メツ

〇ナデ
指頭痕

乳灰茶色

乳灰黄色

石・長 (1～ 3)

金

◎

鉢
口径(420)

残高 103
貼り付け口縁。無文。

マメツ

ー部ハケ(8本 /cm)
ミガキ

灰白色

黒色

石・長 (1～ 5)

金

◎

高邦
底径 (90)

残高 4,0

脚部は「ハJ字状に開き端部
は直立気味に接地する。

回転ヨコナデ
⑪ ナデ

に動カキメ脩本/耐

電I弱)回転ヨヨナデ

青灰色

青灰色

密

◎

醒 残高48
胴部中位に巾広の櫛状工具に

よる右上りの刺突文を施す。
回転ヨヨナデ 回転 ヨコナデ

灰色

(一部黒色)

青灰色

密

◎

久米才歩行遺跡 2次調査地

表56 第V層 出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残  存 材 質
法 里皇

備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) ,享 さ(cm) 重さ(9)

スクレイパー 完 形 サヌカイト 6086g

石 斧 約3/4 蛇絞岩 柱状片刃

表57 第V層 出土遺物観察表 装身具

番号 器 種 残 存 材質 色
法 皇

皇
備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) )享 さ(cm) 重さ(9)

玉 完 形 ガラス 緑色 032 0021

玉 ほぼ完形 滑 石 灰色 048 029 0111
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第 5章 お わ り に

本報告書では、古代の官衡群や廃寺跡が立地する来住台地上の来住町遺跡 6次調査地と、来住台地

北縁を流れる堀越川の北側地域にあたる北久米町屋敷遺跡 2次調査地 。久米オ歩行遺跡 2次調査地の

発掘調査の成果を収録した。おわりに、今回の調査成果を地区ごとにまとめてみることにする。

1。 来住台地北東部地区

(1)立地 来住町遺跡は、来住廃寺跡や久米高畑官衛遺跡群の東限域に当たる。これまでの 5回の

調査では、遺跡東側は中世まで、小さな流路や低地が形成されていたことを確認している (註 1)。

これは、集落の居住空間を立地的に制約するものになり、中世までの集落東限を規定するものになっ

ている。この地形条件にあって、来住町遺跡 6次調査地では弥生時代前期末～中期初頭の土坑や中世

の畑地が検出され、遺跡の中ではやや微高地にあたることが判明した。したがって、 6次調査地のや

や東に低地部が存在するものとみられる。

(2)弥生時代 来住台地上には環壕集落が形成されており、台地の南と北とに併存する可能性があ
る。来住町遺跡はこれらの集落から見ると、東方の地域になる。今回は少数の土坑を検出したが、近

隣地に同時期の遺構を確認した例は稀薄なので、集落評価をするには依然資料数が少なく、第 3の環

塚集落の有無までを判断するには至らない。

(3)中 世 6次調査地は畑地として利用されていたことが判明したが、居住地は遺構の密度から、
南西の来住廃寺跡の東側あたりが候補に上げられる。今回検出の畑地は、真北から西へ概ね45度振っ

ており、来住台地上の古代以降の南北区画と異なるため、この時期に部分的な土地の改変が行われた

と見られる。なお、貿易陶磁器片の出土は留意しておきたい。

2.堀 越チ|1北側地区

(1)立地 堀越川の北側には、緩やかな起伏で、現状では概ね平坦な沖積地が広 く形成され、北久
米町屋敷遺跡、久米オ歩行遺跡、南久米遺跡等の弥生時代～近世の遺跡が展開している。報告の北久

米町屋敷遺跡 2次調査地は、起伏が下がった部分にあり、何某かの治水工事が必要な場所である。一

方、久米才歩行遺跡 2次調査地は段丘上にあり、乾燥した土地に立地している。

(2)弥生時代 久米オ歩行遺跡 2次調査地の竪穴式住居l■は前期末～中期初頭であり、松山平野で

も数少ない住居址資料である。同時期の集落は、先述した来住台地上にも展開しており、この時期に

は来住 。久米地区に幾つかの集落が併存していたことを確認するに至った。この地区のように広い範

囲で複数の集落が確認できたのは、当平野では未だ類例がない。

(3)古墳時代 この地区には墳墓に前方後円墳の二つ塚古墳が知られるが、集落資料はよく分かつ
ていなかった。しかしながら、久米オ歩行遺跡 2次調査地で集落存在が確実になり、居住域が判明し

てきた。なお、昭和58年 に松山市教育委員会が二つ塚古墳の踏査をし、コンテナ (サ ンコウ商事・テ

ン箱32号)1箱分を表採しているが、公表の機会に恵まれていなかったので、ここで取 り上げておく

(註 2)。 表採品には埴輪があり、うち具個体と考えられる円筒埴輪 6点 を第63図 に掲載した (註 3)。

1～ 6は円筒埴輪片で、 1,2は 口縁部片、 3・ 4は タガ 2段 と円形透かしをもつ。 5は タガ部片、
6は体部片で、円形透かしをもつ。

(4)古代 来住台地周辺でも古代の建物が確認されるようになり、既に北久米町屋敷遺跡や久米才
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お わ り に

歩行遺跡で検出が相次いである。今回は「 L」 字状の溝を検出し、区画域のあることを推定する資料

を得たが、内容までを言及するに至らなかった。

(5)中世 北久米町屋敷遺跡 2次調査地の橋跡は、愛媛県内でも稀少な資料である。区画溝内には

建物が配することも確認され、中世集落の構造やその復元にとって好資料を得ることができた。また、

久米オ歩行遺跡 2次調査地の埋甕 も稀少例 として上げられよう。

(6)近世 久米オ歩行遣跡 2次調査地の水琴窟は発掘調査事例 としては、市内で 3遺跡10例 目とな

るものである。この地域には、中世以降に一定の上流階層の居住があったことを知ることになった。

以上、今回の報告を地区別・時代別に簡潔に成果を上げてみた。来住・久米地区の歴史理解は、い

ずれの時代 も、来住台地上の遺跡 とその周辺地帯の遺跡 との比較検討が必要な要素になる。

註1.関連文献は「第1章  3環境」の文献一覧を参照していただきたい。
2.本資料については調査担当者の西尾幸則氏に助言と協力を得ている。

3.埴輪については山内英樹氏に教示と助言を得た。

山内英樹 2004 「愛媛県出土埴輪の基礎的研究 (4)」 『紀要愛媛』第4号 (財)愛媛県埋蔵文化財調査センター

wml

▽ゴ06「摩

胸

第63図 二つ塚古墳採集品
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写真図版データ

1.遺構は、主な状況については、 4× 5判や 6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフィ

ルムで撮影し、35111al判 で補足している。久米オ歩行遺跡 2次調査地の撮影には高所作業車を使用し

た。

使用機材 :

カメラ   トヨフイールド45A   レンズ  スーパーアンギュロン9041m他
アサヒベンタックス67       ペンタックス67 5511114他
ニコンニューFM2        ズームニッコール28～ 8511ul他

フィルム  白 黒 プラスXパ ン・ネオパンSS・ アクロス

カラー エクタクロームEPP・ RDPⅢ

2.遺物は、 4× 5判 または 6× 9判で撮影した。すべて白黒フイルムで撮影している。

使用機材 :

カメラ   トヨビュー45G・ 69ロ ールフィルムホルダー

レンズ   ジンマーS2401m F 5.6他
ス トロボ  コメット/C A32・ C B 2400
スタンド等 トヨ無影撮影台・ウエイトスタンド101
フィルム  白黒 プラスXパン・ネオパンアクロス

3.単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機   ラッキーMD・ 90M S
レンズ   エル・ニッコール135111m F 5.6A・ 50剛 F2.8N

印画紙   イルフォードマルチグレードⅣ RCペ ーパー

4.製 版   写真図版175線

印 刷   オフセット印刷
用 紙   ミューマット菊判93.5kg

製 本   アジロ製本

【参考】『埋文写真研究』vol.1～ 13  F報告書制作ガイド』

[大西朋子]



来住‖」追跡 6次調査地
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来住町遺跡 6次調査地

1完掘状況 (北西から)

2 SX2完 掘状況 (東から)



来住町遺跡 6次調査地

図
版
三

26

出土遺物 (SKl:3～ 5。 SX2:6・ I層 :24・ 表採 :26)



北久米町屋敷遺跡 2次調査地

嘲 , 室額畢

1 調査地近景 (南西より)

2 東壁土層 (西より)



北久米町屋敷遺跡 2次調査地
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1 遺構検出状況 (北より)

2 SD4検 出状況 (北より)



北久米町屋敷遺跡 2次調査地

図
版
六

SDl～ 3・ 5～ 13検出状況 (北西より)

2 北半部遺構検出状況 (南より)

L



北久米町屋敷造 I坊 2ヽ次調査地
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久米才歩行遺跡 2次調査地
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久米才歩行遺跡 2次調査地

遺構検出状況 2(南 より)

2 遺構完掘状況 (南より)
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久米才歩行遣跡 2次調査地
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遺物出土状況 (東より)
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久米才歩行遺跡 2次調査地
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SBl :22-24。  SD41 出土遺物 (SK2:10～ 18。 SK6:20。 :38)
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久米才歩行遺跡 2次調査地
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ふ り が な

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド
】ヒ 牟革 東 経 調査機関

調査面積
∬
調査原因

市町村 遺跡番号

き しまち

来住町遺跡

北久米町屋敷遺跡 2次

久米才歩行遺跡 2次

来住町

北久米町

南久米町

38201

38201

38201

33° 48′ 28〃

33° 48′ 42″

33° 48′ 38″

132° 48′ 24〃

132° 48′ 01〃

132° 48′ 03″

19951211^ヤ

19960209

19960701-
19960830

19961112^―

19970131

202.85

347.64

361.91

宅地開発

宅地造成

宅地開発

所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

来住町遺跡

北久米町屋敷遺跡

久米才歩行遺跡

集  落

集 落

集  落

弥生

中世

中世

近世

弥生

古墳

古代

中世

土坑

小溝

溝・橋

溝

竪穴式住居・土坑

竪穴式住居・溝

溝

掘立柱建物址

弥生土器

青磁

陶磁器

弥生土器・石庖丁

須恵器・臼玉

土師器

龍泉窯系

木橋
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